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会長挨拶
第６８回租税研究大会開催にあたり

公益社団法人日本租税研究協会会長

三木 繁光
（株式会社三菱東京UFJ 銀行特別顧問）

本日は，第６８回租税研究大会開催にあたりま
して，多数の皆様にご参加いただき，心から御
礼申し上げます。
特に，財務省星野主税局長，総務省林﨑自治

税務局長には公務ご多忙中ななか，パネリスト
としてご出席いただき，誠にありがとうござい
ます。
また，ご出席の皆様方には常日頃，租研の事

業活動にご支援・ご協力を賜っておりますこと
につきまして，本席をお借りいたしまして，あ
らためて厚く御礼申し上げます。

さて，わが国の経済は，雇用，所得，支出等
の面で改善がみられていますが，今後とも，持
続的な成長を実現するためには，思い切った成
長戦略の実施とともに，手を緩めることなく財
政健全化の推進が重要であります。
わが国の長期債務残高は，平成２８年度末には

１，０６２兆円と見込まれ，GDPの２倍を超える，
歴史的，国際的に最悪の水準が続いています。
財政健全化を確保することが，社会保障制度等
を維持しつつ，経済の持続的成長を続けるうえ
で欠かせません。
長期債務残高の累増に歯止めがかからなけれ

ば，国際的な信認を得られず，わが国財政は持
続不可能な不測の事態に陥る懸念があります。
政府は，消費税率の引き上げを２度にわたっ

て延期し，引き上げは平成３１年１０月からとなり
ました。よほどの歳出抑制がないかぎり，「経

済財政再生計画」の中間目標の達成はすでに極
めて困難なものとなったばかりか，２０２０年度の
財政健全化目標の達成についても，その実現は
難しくなっています。
今後の人口減少社会では，高い経済成長を実

現させることは決して容易ではありません。経
済成長だけに頼ることなく，思い切った財政健
全化策を早急に展開しなければなりません。

政府は，経済社会の構造が大きく変化する中，
税体系全般にわたるオ―バーホールを進めてお
ります。
所得税制については，税収調達機能や所得再

分配機能を有する基幹税ですが，これまでの税
制改正により，その機能が弱まっています。機
能の回復につながる所得税改革となることを期
待しています。
法人税改革は，「日本企業の国際競争力を高
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めること」と「日本の立地競争力の強化」を目
指すものであり，そのためには少なくとも国際
的に調和のとれた税制とすることが重要です。
平成２８年度税制改正で，法人実効税率が２０％台
まで引き下げられたことは評価しております。
なお，イノベーションは，日本の経済発展の

基盤となるものであり，イノベーションの創出
を促進する税制措置の拡充が重要だと考えてお
ります。
国際課税の分野においては，国際的な租税回

避を巡る動きを踏まえ，BEPS最終報告書に沿
った国際課税ルールの広範囲に及ぶ見直しが急
速に進められています。
今後の税制改正においては，国際的合意に基

づき，企業の経済活動や競争力を阻害すること
のないように予測可能で，法的に安定した制度
とすることが重要です。
消費税については，消費税率の引き上げが延

期されたことは残念なことであり，平成３１年１０
月には確実に実施する必要があります。
そのうえで，超高齢化社会の財政を支える基

幹税として，消費税率をさらに引き上げる必要
があると思います。

私ども租研は，民間研究団体として中立の立
場から，税・財政の問題を調査・研究し，毎年，
中長期的な課題を含め，あるべき税制改革につ
いて，提言を行っております。
私どもは，これまでと同様に成長戦略と財政

の健全化，社会保障制度改革を一体的に推進す
るためには，「経済活力の強化」と「安定財源
の確保」を基本として，経済社会の実態の変化
に即した税制改革への取り組みが必要であると
考えております。
本東京大会におきましては，まず，午前の討

論会において，租研内の「財政経済研究会」が
とりまとめた報告書「安倍政権における財政・
税制・社会保障政策の課題」について，議論を
深めていただきました。

このあと開催いたします討論会「税制改革を
巡る現状と課題」，明日午後の討論会「BEPS
プロジェクト等の国際的な取組みの現状と課
題」と，３つの討論会を予定しております。ま
た，明日午前には岡村教授からの研究報告，を
いただくことになっております。
ご参加いただく皆様は税制，財政に精通され

た方々ばかりでございます。大変有意義なお話
を伺えるものと思います。皆様とともに大きな
期待を込めて拝聴したいと存じます。
最後になりましたが，ご出席の皆様方の今後

ますますのご発展をお祈り申し上げますととも
に，当協会の活動につきまして今後ともご支援，
ご協力をいただきますよう切にお願い申し上げ
まして，私の租税研究大会開催に当たっての挨
拶とさせていただきます。ご清聴ありがとうご
ざいました。
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討論会１ ９月１４日�・午前

お茶の水女子大学基幹研究院人間科学系教授 大森 正博
一橋大学国際・公共政策大学院准教授 國枝 繁樹

慶應義塾大学経済学部教授 駒村 康平
慶應義塾大学経済学部教授 土居 丈朗

小澤 太郎

●参加者（五十音順）

安倍政権における財政・
税制・社会保障政策の課題

討論中に言及されている資料は，本文末尾に掲載されています。

司会 慶應義塾大学総合政策学部
総合政策学科教授
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はじめに

（小澤） おはようございます。この様な早い
時間帯からお集まりいただきまして，誠にあり
がとうございます。私は財政経済研究会の座長
を務めておりますけれども，そこでまとめまし
た報告書『安倍政権における財政・税制・社会
保障政策の課題』が皆様方のお手元に配られて
いると思いますが，それを基に討論会を実施す
るというのが本セッションの趣旨です。
研究会自体は以前からいろいろなテーマにつ

いて議論をしてきたところですが，今回のテー
マにつきましては平成２５年７月ということです
ので，第２次安倍政権発足後の大体半年ぐらい
たったころから検討を始めました。第１回の報
告者として，現在は政策研究大学院大学に移っ
ていらっしゃいますが，当時，東京大学の大学
院にいらっしゃいました井堀利宏先生に，報告
をしていただきました。その後，毎月第２木曜
日に１１名のメンバーが順番を決めて，いろいろ
報告をして，その正規メンバーの他にも，今お
話をいたしました井堀先生の他に，中央大学法
科大学院の森信茂樹先生，それから，当時，日
銀の審議委員で，現在，私の同僚になっており
ます白井さゆり先生，そして，一橋大学の国際・
公共政策大学院の井伊雅子先生に報告を特別に
していただいております。
今現在，検討を開始してから３年も経過して

おりますが，その間にご承知のとおり２０１４年４
月に消費税率の５％から８％への引き上げがな
されたのですが，その後，８％から１０％への引
き上げは二度も先送りされるというような事態
になっております。また，２％のインフレ目標
の達成にはほど遠い状況にあり，基礎的財政収
支を２０２０年度までに黒字化するという目標もか
なり実現可能性が遠のいているという状況です。
さらには潜在成長率の低下という供給制約の壁
にもぶつかっているということで，なかなか思
ったようにうまくいっていない部分も出てきて

おります。
「旧３本の矢」の後継である「新３本の矢」

では，「希望を生み出す強い経済」，「夢を紡ぐ
子育て支援」，「安心につながる社会保障」とい
うキャッチフレーズが与えられています。ただ，
より具体的には，実質２％，名目３％を上回る
経済成長とか，GDPを６００兆円，それから出生
率を１．８，その１．８という数字はかなり劇的な上
昇を意味しますが，他にも介護離職者ゼロとい
う非常に高い具体的な目標が掲げられてはいま
す。しかし問題は，目標は高ければ高いほどい
いのかということです。今，問われているのは，
政府により掲げられた目標の実現に関する信憑
性ではないのかということを，私どもは共通の
認識として持っております。そうした目標を本
当に達成するために，有効な手立てが果たして
尽くされているのかどうかということを，いま
一度冷静に議論してみようではないかというこ
とで，今から３年前に議論を始めた次第です。
研究会のメンバーの中から，先ほどご紹介い

ただきました４名の先生方に，１０分強程お１人
ずつ報告をしていただきます。その後，新しい
試みとして，各報告者に対して別の報告者２名
の方が質問をします。それに対して元の報告者
からリプライをしていただきます。質問時間が
大体１人３分弱ぐらいでしょうか。また，リプ
ライは９分弱という時間を設けて，すなわち，
計４つの報告に関して２名ずつ質問があって，
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それに対するリプライを報告者ごとに一通り行
います。それでさらに時間が余るようであれば，
フロアの方々からのご質問もできる限り受け付
けたいと考えております。
それでは，早速報告の方に移らせていただき

たいと思うのですが，まず，最初に國枝先生か
らお願いしたいと思います。

Ⅰ．安倍政権の税財政政策

（國枝） 一橋大学の國枝でございます。私の
方からは「安倍政権の税財政政策の課題」とい
うことでお話しさせていただきます。時間が限
られていますので，かいつまんでご説明させて
いただきます。
まず安倍政権の下でどういう税財政政策が行

われてきたか。この辺は事実関係なものですか
ら，飛び飛びでご説明させていただきます。

１．安倍政権発足時の「３本の矢」
（資料１）

（資料１）

�

小澤先生からも話がありましたように，３本
の矢というのがまずありまして，その中で財政
については２番目の機動的な財政政策とし
て，１０兆円規模の経済政策が打たれました。し
かし，財政再建も実行するとして，２０２０年度の
プライマリーバランス（PB）の均衡を実現す
るということがうたわれたわけです。

２．財政再建の先送り（資料２）

財政再建という観点から，２０１４年４月には予
定されていたとおり消費税率５％から８％への
増税が実施されました。消費税率が上がるとい
うことになりますと，当然ながら消費者はその
直前には駆け込みで財の購入をいたします。そ
のために，消費税増税前に消費が増えたわけで
すけれども，その後，いわゆる駆け込みの反動
ということで消費が減少するということが起き
ました。それはどの時点で財を購入するかとい
う話ですので，駆け込みとその反動を均して消
費への影響を見る必要があります。駆け込み前
後の山と谷の差だけ見て，消費税は景気に深刻
な影響があったと結論づけると見方を間違って
しまうので，気を付ける必要があります。税収
で見ますと，実は着実に税収は増加しておりま
して，財政赤字減少につながったということで
す。
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（資料２）

�

グラフにおいては，税収の中で消費税率の引
き上げ分とそうでない部分に分けてありますけ
れども，２０１４年，それから，２０１５年の税収増の
中で消費税率引き上げ分がもちろんかなりの部
分を占めています。また，消費税収以外も増え
ています。ですから，消費税を増税すると税収
減になるとかいう主張をする方もいらっしゃい
ますけれども，そうした主張は全く事実とは異
なるということになります。
しかし，その後，８％から１０％への消費税増

税の方は，２０１４年１１月に一度目の延期がござい
ました。２０１７年４月まで延期はされたけれども，
再延期はありえないとの前提で，軽減税率につ
いての自公の間で議論があったわけです
が，２０１５年１２月に，軽減税率を広く導入すると
いうことで決しました。しかし，それにも拘わ
らず，ついこの間の６月に，さらに再延期とい
うことが表明されたわけです。

（資料３）

�

それを受けまして，小澤先生からお話がござ
いましたように，経済財政運営の改革の基本方
針の中で「新３本の矢」というのが打ち出され
ました（資料３）。また，「経済再生なくして財
政健全化なし」ということで，消費税増税を再
延期するわけですけれども，安倍総理は２０２０年
のプライマリー財政収支の黒字化の財政健全化
目標は堅持すると主張しました。

（資料４）

�

それを受けまして，さらにこの８月ですけれ
ども，「未来への投資を実現する経済対策」と
いうことで，非常に大きな規模の財政政策を打
つということが決まったわけです（資料４）。
子育て関係の１億総活躍社会の実現の加速だけ
ではなくて，リニア新幹線とか，或いはオリン
ピック関係の公共投資を含めたインフラ整備
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等々の措置が取られることとされました。
しかし，財源はどうするのかと言えば，公共

投資は建設国債によるわけですけれども，もち
ろん建設国債といえども国債ですから負担は残
ります。今ちょうどマイナス金利の状況なので，
財政投融資を活用しやすいと思えるわけですが，
実は金利が上昇すれば，その時点で巨額の損失
が生じるので，負担が残ります。また，他の財
源として，アベノミクスの成果で，税収が増え
たからそれを使うという話があるのですが，こ
れからご説明しますように，それもあまり実際
には期待できません。従って，大規模な財政政
策を実施するといっても，財源はどうするのか
ということで疑問がある状況です。

Ⅱ．アベノミクスの財政再建計画

１．財政の持続可能性の条件（資料５）

（資料５）

�

安倍政権は財政再建をすると主張しているわ
けですが，今の政策が持続可能かどうかを確か
める必要があります。ここは少し難しくなって
しまって恐縮なのですけれども，財政の持続可
能性があるかどうかという判断基準をスライド
の①で書いております。財政が持続可能である
ためには，現在と将来のプライマリーバランス
の黒字を全部現在価値に引き直して足したもの
が公債残高と等しくなっていることが必要です。

この基準が意味することは，要は借金は耳をそ
ろえて返す必要があるということです。ここで
重要なのは，プライマリーバランスの黒字が必
要ということです。プライマリーバランスを
２０２０年にバランスさせると主張していますけれ
ども，そこで財政再建を終えてしまうと，確実
に日本の財政は破綻するということです。
さらにもうちょっと具体的にいいますと，ス

ライドの②の式にありますように，プライマ
リーバランスのGDP比率が，利子率から成長
率を引いたものに公債残高のGDP比率を掛け
たものよりも大きくなっている必要がございま
す。それを図の形で示しているのが下のグラフ
です。ヨーロッパのように目標GDP比率，例
えば６０％というのがある場合を念頭に置いたグ
ラフになっているので，②の式を横に平行移動
した形になっていますが，太線が②の式を目標
GDP比率があるケースに修正した式に対応し
ています。
このグラフでは，縦軸にプライマリーバラン

ス（PB）を取っておりまして，横軸に公債比
率を取っておりますので，ある国の財政状況が，
この太線より上ですと財政が目標比率周辺で持
続可能になるということです。けれども，その
国の財政状況が，この太線より下になりますと
財政が破綻してしまうことになります。そうし
た国の例としてはギリシャ，イタリア，スペイ
ン等のいわゆる財政危機に襲われた国がありま
す。こういった国の状況のことを，緊縮をちゃ
んとやらないということで，経済学者は「緊縮
疲れ」と呼んだりします。さて，肝心の日本の
財政状況はどこに位置するかですが，公債比率
は世界で一番高く，プライマリーバランスは赤
字ですので，太線のはるか右下に位置し，我が
国財政は全く持続可能ではない状況です。
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２．中長期の経済財政に関する試算
（資料６）

（資料６）

�

それでは，政府の試算では，財政再建の見通
しはどうなっているか。資料は消費税増税を延
期することを決めた後の試算ですけれども，実
は２つの前提があって，各々のケースについて
計算がなされています。１が経済再生ケースで
す。アベノミクスの下ではどちらかというとこ
ちらに重きが置かれているのですが，もう１つ
がベースラインケースです。
成長率が重要になってくるのですが，その下

にございますように，楽観的な経済再生ケース
では２０２４年には潜在成長率が２．４％に上がると
されています。それに対し，ベースラインケー
スが潜在成長率が０．８％ということになってお
ります。足元の２０１４年は，内閣府の推定ですと
０．４％の潜在成長率です。この低い潜在成長率
の背景には人口が減っていくという要因があり
ますので，多くの経済学者はベースラインケー
スの方が現実的であって，経済再生ケースとい
うのはかなり楽観的と考えております。

（資料７）

�

その２つのケースでプライマリーバランスが
どうなるかというのを計算したのが（資料７）
のグラフです。見ていただきますと，経済再生
ケースを示した上方遷移のグラフの場合は財政
赤字が減っていくということになっております。
それでも２０２０年を見ていただきますと，プライ
マリーバランスの黒字化の目標が２０２０年ですが，
経済再生ケースでもGDP比１．０％のプライマ
リーバランスの赤字が残るという状況になって
います。より現実的なベースラインケースの場
合には１．７％の財政赤字が残るということにな
っておりまして，先ほど見ましたように，プラ
イマリーバランスがバランスしたところで，破
綻は確実ということですから，このままのアベ
ノミクスの財政政策のままでは破綻してしまう
ということです。

（資料８）

�
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（資料８）は公債比率の試算です。これは経
済再生ケースの方を見ると，プライマリー財政
赤字にもかかわらず，なぜか公債比率が減るよ
うになっているのですが，グラフの下に書きま
したように，実はトリックがあります。今はマ
イナス金利の状況ですので，金利と成長率の関
係が本来の関係と違う関係になっていますので，
その関係で公債比率が一時的に減るという状況
になっているということです。しかし，金利が
成長率を上回る普通の状況になると，公債比率
は増えていくということになります。

Ⅲ．安倍政権の税財政政策の評
価：マクロ

１．典型的な「バラ色のシナリオ」であ
り，信頼できない財政再建計画（資料
９）

（資料９）

�

このアベノミクスの財政再建案をどう評価す
べきか。資料のイラストは去年のロンドン・エ
コノミスト誌でのイラストです。安倍総理が自
分で赤い線を描いて，その上に乗っかっている
という絵です。イラストを付けられた記事の内
容もそうでしたけれども，非常に楽観的なバラ
色のシナリオ（“Rosy scenario”）であり，信頼
できない財政再建計画だと多くの経済学者が考
えています。ですので，残念ながら，アベノミ

クスに基づく財政再建の実現は難しいだろうと
いうことです。
そもそも，需要の観点でいいますと，日本は

ご存じのとおり，ほぼ完全雇用の状況にござい
ます。ですから，標準的なマクロ経済学からい
いますと，実は追加の需要拡大策を財政でやる
必要はない状況です。それにも拘わらず，公共
投資に巨額の支出がなされるという状況です。

（資料１０）

�

先ほどアベノミクスの成果による増収もどれ
だけ有効かわかりませんという話をしました。
税収の中では，例えば法人税が増えているわけ
ですけれども，それは実は円安・株高になった
影響が大きいと考えられます。（資料１０）
下に付けていますのはトヨタの IR資料です。

左側が２０１３年度の資料で，営業利益が９，７００億
円ほど増えていますが，実はトヨタ自身の分析
で為替変動の影響が９，０００億円ということです
から，営業利益の増減のほとんどは為替の影響
でした。他方，右側が直近の２０１６年の４～６月
期です。こちらは営業利益が１，１３７億円減ると
いうことになっていますけれども，その主な原
因は為替変動の影響で，２，３５０億円の損が為替
要因で生じるとの見通しです。為替は上がった
り，下がったりしますので，法人税収の増加に
あまり過剰な期待を置くことはできないという
ことです。
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（資料１１）

�

もう１つ報告書には書いていないのですが，
リオでオリンピックがありましたので，オリン
ピックの経済的影響の話を少しだけいたします
（資料１１）。オリンピックと経済の関係に関し
ては，オリンピック実施によって成長率が増加
するという主張や，オリンピック開催のために
公共事業を追加すべきとの主張がなされていま
す。実は，リオオリンピックがありましたので，
世界の経済学者もオリンピックが経済にどうい
う効果があるかという点に関心を持っていまし
て，資料で挙げましたような文献が最近出てお
ります。これらの文献は，オリンピックが経済
に大きく寄与するとの主張について，基本的に
は否定的な見方をしています。
費用面では，これらの文献では過去のオリン

ピックの事例を分析しているわけですけれども，
当初の予算を大幅に超す巨額の負担が発生して
います。皆さんもご存じのとおり，今回の東京
オリンピックの準備段階で既に大幅に予算を超
えております。また，オリンピック開催時にオ
リンピックの関係者とか，観客がたくさん来る
から経済成長するとか，交通インフラの整備が
必要になるとかという話があります。しかしよ
く考えてみますと，オリンピック開催の時期と
いうのはどうしてもホテルの値段等が高くなっ
てしまうので，本来オリンピック以外で来る観
光客や，或いは国際会議とかをやるようなビジ
ネスの方々はその時期は避けるという傾向があ

ります。そうしたオリンピック関連以外の来日
客の減少で，オリンピック関連の来日者の増加
が相殺されるので，あまり短期のメリットはな
いだろうと考えられています。
それから，短期ではなくて，オリンピックを

開催することで，その後，長期の便益があるい
うレガシー効果を指摘する者もいます。過去に
効果があったと言われているのは，当時，世界
的に有名でなかったバルセロナとか，ソルト
レークシティです。そういうところですと，世
界の人にそういう都市があるのだということが
知られるという効果があるわけですけれども，
例えばロンドンのように，オリンピックをして
も，しなくても，ロンドンの存在を世界の人は
知っている開催地ではレガシー効果は小さいと
されております。もちろん，東京は現在でも世
界的に存在がよく知られた都市ですので，これ
もあまり期待できないということです。

２．結局，安倍政権の税財政政策は，持
続不可能（資料１２）

（資料１２）

�

結局，安倍政権の税財政政策というのはどう
考えても持続不可能だろうということです。そ
の結果，世代間格差が拡大していますし，社会
保障の安定的な財源の確保も困難になります。
金融政策次第によっては非常に高いインフレを
招いてしまう可能性も高いです。
さらに財政再建を先送りするということは，
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結局，公債比率が増えますので，将来財政再建
のために必要な税率が高くなります。IMFで
１５％，OECDで２０％という推計がございます
し，研究者によっては消費税率が３０％以上必要
になってくるという見方もございます。
ということで，このままでは破綻してしまっ

て，危機になるという状況なので，早く方向転
換を図る必要があるだろうということです。

Ⅳ．安倍政権の租税政策：各論

１．消費税

消費税についてはとにかく先送りが一番の問
題点です。軽減税率もメディアでもだいぶ批判
されていましたと思いますが，資料で列挙した
ように低所得者対策として非効率な方法ですし，
税収ももちろん減るということで，問題が大き
いということです。

２．法人税

それから，法人税ですけれども，今の日本企
業の問題点というのは，多少状況が良くなりま
したけれども，内部留保が多く，投資が少ない
ということです。経済学的には，そういうとき
には法定税率の引き下げより投資減税が望まし
いということが知られています。しかし，安倍
政権の下では税率引き下げに重きが置かれて，
その財源を場合によっては投資減税を圧縮する
ということで確保しようということをやってい
ますので，本来の望ましい法人税制の短期的な
改正の方向とは違う方向に向かっているという
ことです。
国際課税の話は租税研究大会の中の他のセッ

ションでもなされるということなので，あえて
触れません。それから，外形標準課税の話は隣
の土居先生からお話があるかと思います。

３．配偶者控除廃止と労働供給

配偶者控除廃止の話は，時間がないので，多

く話せませんが，専業主婦の方，パートの方，
それから，フルタイムで働いている女性の３つ
の分類で考えますと，今の配偶者控除というの
は，パートに出ても１０３万円まではかからない
という意味で，専業主婦のままでいるよりかは
パートに出ることを奨励する税制になっていま
す。ですから，配偶者控除をやめるということ
によって，パートの人は損になるわけです。パー
トからフルタイムに行く可能性もありますけれ
ども，逆に「だったら，辞めてしまおう」とい
うことで，専業主婦に戻る方が出てくる可能性
もあるということです。その両方を勘案した分
析ですと，労働供給を増やす効果は必ずしも大
きくないのではないかということが指摘されて
います。

４．資産所得課税・資産課税

資産所得課税と資産課税です。どうしても
NISAの話が出てくるのですが，NISAのよう
な優遇税制は，世界的に見ると遅れた政策にな
っています。ファイナンスの世界では行動経済
学に基づいた政策というのが中心なのです。す
なわち，投資教育とか，いわゆるデフォルト設
定が重要です。従って，NISAよりも投資教育
が行われる確定拠出年金の方がずっと有効だろ
うということが知られています。それから，教
育資金等に充てる生前贈与非課税の話は格差を
拡大させるので，望ましくないと考えられます。

Ⅴ．まとめ

ということで，安倍政権の税財政政策は持続
不可能でありますし，個別の税制もいろいろ問
題があるということで，早急な転換が求められ
るのではないかと思っています。長くなりまし
て申し訳ございません。

―――――――――――――――――――――
（小澤） ありがとうございました。それでは，
引き続きまして，土居先生にご報告をお願いし
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たいと思います。
―――――――――――――――――――――

Ⅵ．税制

（土居） 皆さん，おはようございます。慶應
義塾大学の土居でございます。私は，皆様のお
手元にある報告書に従いましてお話をさせてい
ただきます。國枝先生からお話がありましたよ
うに，アベノミクスは確かに雇用にはいい環境
をもたらしていますが，財政面ではかなり先行
きが不透明な，財政健全化がうまく実現できる
のか，という心配をもたらしていると思います。
財政に関しては既に國枝先生がお話しされまし
たので，税制のことについて少しフォーカスを
絞ってお話をしたいと思います。

１．法人税改革の成果と課題

この報告書の「第２節２―２法人税改革の成
果と課題」（本冊子の４９頁）から説明させてい
ただきます。安倍内閣でそれまでにない独自の
税制改革ということで取り組まれたものの１つ
は法人税改革です。もちろん消費税もそうなの
ですけれども，消費税はご承知のように野田内
閣のときに社会保障・税一体改革ということで
３党合意がなされて，５％から８％まで税率が
引き上げられるところまでは来ました。その後
がまだできていないということは先ほど國枝先
生がおっしゃったとおりです。それ以外のポイ
ントとしては法人税改革が挙げられて，昨年の
暮れに平成２８年度税制改正大綱が取りまとめら
れて，法人税改革としては一段落したのではな
いかという印象を私自身は持っております。

〔法人税改革〕
これを全体像としてご覧いただくために，（表

１）を示しております。安倍内閣での法人税改
革は何にどれぐらいの規模で取り組んだかとい
うことが一覧でき，安倍内閣で一番重視してい
た法人実効税率の引き下げというものがかなり

の大きな規模で行われたということが分かりま
す。国の法人税の税率を引き下げることで約１
兆円，それから，法人事業税の所得割の税率を
下げることでもう１兆円，こういうことで２兆
円強の税率引き下げによる減税が行われること
になったということです。

（表１）法人税改革の増減税影響額（２０１８
年度以降の平年度ベース）
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（出典）「平成２７年度税制改正大綱」，「平成２８年度税制改正

大綱」
（注）平成２７年度税制改正大綱と平成２８年度税制改正大綱に

記された増減税影響額を単純合計したものである。

ただ，あくまでもわが国の財政状況は厳しい
折ですので，税収中立を目指すということで，
別途課税ベースの拡大が行われたわけです。課
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税ベースの拡大の中で最も大きな規模は法人事
業税の外形標準の拡大で，これが１兆円ぐらい
です。実際は２段階，つまり，平成２７年度税制
改正大綱でも外形標準課税の拡大が盛り込まれ，
もう一段平成２８年度税制改正大綱でも盛り込ま
れて，今日の税制に至っています。それ以外に
も欠損金の繰越控除の見直しということで大体
４，０００億円ぐらいの課税ベースの拡大がありま
す。

〔法人実効税率の引き下げ〕
この報告書の中では２つほど課税ベースの拡

大に伴う懸念を記しております。懸念を言う前
に，法人実効税率の引き下げの評価ということ
ですけれども，確かに國枝先生がおっしゃるよ
うな内部留保が大きい中での税率引き下げとい
う面はあります。一方で，国際的な税率引き下
げの環境の中で，さらには今年の４月に公表さ
れました「パナマ文書」のような議論というこ
とを考えると，国際的な租税回避に対しては税
率を引き下げる方がこの誘因を弱める方向には
作用するのだろうと思います。もちろん国際的
な租税回避を抑制するために税率を下げたとい
うわけではありませんが，少なくとも今後及ぼ
すであろう影響ということで考えると，そのよ
うなことが考えられるのではないかと思います。
税率を引き下げる分だけ当然国際的な競争の面
では日本のディスアドバンテージが薄らぐとい
うメリットが私はあると思います。

〔欠損金の繰越控除〕
課税ベースの拡大に伴う懸念ですけれども，

まず欠損金の繰越控除に関しては税率を引き下
げる財源がなかなか他に大きなものが見当たら
ないということで取り上げられたという政治的
な動機が１つにはあったのだろうと思います。
それ以上に，ゴーイングコンサーンを前提とし
た企業活動を考えると，やはり繰越に制限を付
けるというのは，その繰越の控除の使い残しと
いうものが生じる企業が出てくるという意味に

おいて，ゴーイングコンサーンとは相いれない
という懸念があります。もちろん税務当局の説
明では，そもそも１０年もかかって欠損金の繰越
控除が控除し切れないなどという，つまり，控
除の使い残しが出るようなほど稼げていない企
業では駄目なのだという話がありますが，税制
面では欠損金の扱いについてはニュートラルに
していただいた方が本来はいいのではないかと
思います。そういう意味ではこの控除の制限が
できるだけ制限されないような方向にいずれ見
直されるといいのかなと思いますが，代替財源
ということで今回はそれを差し出したというこ
とだと思います。

〔外形標準課税の拡大〕
もう１つは外形標準課税のところになります。

外形標準課税は特に付加価値割がその課税ベー
スの問題としてこの報告書の中では記しており
ます（本冊子の５０頁）。皆様ももう既にご承知
だと思いますが，ここで記していることの結論
から申しますと，人件費の比率はそれほど高く
ないけれども，収益がより多く上がっている企
業，別の言い方を税制面から言えば，法人所得
が多くて，それなりに法人税を払っておられる
企業からすれば，今回の法人税改革は相当多く
の減税のゲインが得られるということです。法
人所得に対して課される法人実効税率が引き下
げられたということで税負担が軽くなっていま
す。一方で，外形標準課税の中に含まれる付加
価値割の中に報酬給与額という課税ベースが入
っていますが，人件費の比率はそれほど高くな
いという経営構造をしている企業からすると，
付加価値割の税率が引き上げられたとしても，
それほど多くのダメージはないということで，
法人実効税率引き下げによる減税の効果が上回
るということが考えられるわけです。
ところが，先ほど（表１）でもお示しいたし

ましたように，企業全体として見れば，これは
あくまでも１億円超の資本金の企業に対してと
いうことで，全体では若干の税収減です。１６０
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億円ぐらいの税収減を税務当局では見込んでお
りますが，これはあくまでもほとんど誤差のう
ちということです。２兆円の減税と２兆円の課
税ベースの拡大でほぼ税収中立と言ってよいわ
けですから，全体では税収中立です。今，申し
上げたように，減税になる企業が片やあるとい
うことは，増税になる企業も中には出てくると
いうようなところは少し痛み分けというか，今
回の法人税改革を税収中立で行ったということ
に伴う波及がそういうところに出てくるであろ
うということです。法人所得が少なくて，人件
費の比率が高いという企業は法人実効税率の引
き下げのメリットはあまり多くなくて，むしろ
人件費，報酬給与額が課税ベースに入っていて，
付加価値割の税率が引き上げられることによる
増税が上回るという可能性が一部の企業で出て
くるのではないかと考えられるということです。
もちろんこれは去年の決算でそのままカーボン
コピーをしたような経営状態が，法人実効税率
の引き下げと外形標準課税の拡大が行われた後
も全く同じ状態であったときには減税と増税と
いう話にはなるということです。もっとも，税
率の変更を踏まえた上で企業行動のパターンを
変えるということは当然考えられますし，去年
よりも収益が増えるというような形で活発な企
業活動が行われるという場合は単純に静学的な
といいましょうか，去年の状態があたかも今年
もまるまる同じであるというかのように計算し
て，増税だの，減税だのというには，議論とし
ては早計な部分があるとは思います。
単純に言ってしまうと，そういうところであ

りまして，（表２）にありますように，報酬給
与額を１万円増やしたときの追加的な税負担の
額というのは，付加価値割の税率が引き上げら
れた分だけ，その金額が増えるということにな
るということです。もちろんご承知のように，
そういう懸念があるということで，既に雇用安
定控除というものが設けられているとか，ない
しは今回の法人税改革でもいわゆる中堅企業に
対しては税負担が急増することのないような激

変緩和措置も設けられているということであり
ますから，直ちに大きなダメージがそういう企
業に及ぶということがないようにしてはありま
すけれども，激変緩和措置も時限措置ですから，
いずれこの税制改正を踏まえた上での企業の行
動というものが少し変わってくるという可能性
は当然考えられるのだろうと思います。

（表２）報酬給与額を１万円増やしたとき
の追加的な税負担の増加額

 2014
� � 2018
�

�
������
� 31.24� 83.34�

�
�����
� 21.87� 58.15�

今後ということですけれども，法人税改革は
恐らくこれで一段落して，特に税率を引き下げ
るということの見返りとして課税ベースの拡大
という生贄を差し出さなければいけないという
ことで，これではらちが明かないなという雰囲
気が何となくして，私自身も経済界の方々と話
をしていると，そういう雰囲気なのだろうなと
いうようなことを認識しております。
そういう意味では本来はアジア諸国は実効税

率が２５％前後というところを考えると，確かに
３０％を割って，公約どおり安倍内閣は２０％台ま
で実効税率を引き下げたということではありま
す。でも，まだ２９．７４％ということで，アジア
諸国の２５％前後という税率に比べれば高い状態
ではあります。だからといって，直ちに法人実
効税率を引き下げるような環境に今あるかと言
われると，恐らく外形標準課税の拡大とか，そ
ういう税制改正を目の当たりにした２０１６年とい
う今日においては，直ちに次なる税率引き下げ
をまた別の代替財源を差し出してまでやるとい
う動きというのはまだまだ鈍く，そこまでの動
機というのはまだ高まっていないのであろうと
思います。そういう意味では法人税改革は一段
落したのではないかと考えております。
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２．所得税その他の税制

次なる税制改革，税制改正の焦点ということ
でいいますと，報道でも皆様は既にご承知かと
思いますけれども，所得税改革ということが取
り沙汰されております。これは報告書を取りま
とめた後の議論ですので，報告書を離れ，私個
人の話として少し話を前に進めたいと思います。
恐らく本日の大会プログラムで行きますと，午
後には活発な議論が期待されるところですが，
これから与党での議論ということになるという
ことですから，税務当局の方々も非常に神経を
使っておられて，わかりませんけれども，ひょ
っとすると微妙に奥歯に物が挟まったような言
葉でおっしゃるかもしれません。そこをあえて
私が露払いというか，皆様に入れ知恵といいま
しょうか，行間を読むなり，税務当局が微妙に
奥歯に物が挟まったような言い方をされた場合
にこれをどう解釈すればいいかとか，もっと踏
み込んでお話しいただかなければ面白くないで
はないですかということを，私は午後にはここ
にはおりませんけれども，そういう露払い的な
ことで少しだけ申し上げたいと思います。

〔配偶者控除〕
それは配偶者控除という話です。配偶者控除

は私自身が委員として関わらせていただいてい
る政府税制調査会でも議論がありました。政府
税制調査会での議論は一昨年に既に配偶者控除
について幾つかの可能性として案を出しました。
単純に配偶者控除をなくすという案，それから，
夫婦で控除を分け合う，ないしは使い回せるよ
うにするというような案，それから，もう１つ
は夫婦であるということでもって控除を提供す
るという案という３つの案が出ました。
ところが，最近の報道によりますと，この３

つの案のうち一番最後の夫婦であるということ
でもって控除を与えるという話が取り沙汰され
るのではないかというような議論が出てきてお
ります。恐らくこの年末にかけての配偶者控除

の議論は２つぐらいポイントがあって，まず配
偶者控除を見直すとしても，新たな控除の形を
どうするかというところで，今話をさせていた
だいたポイントが１つ大きなポイントになるだ
ろうと思います。それから，配偶者控除は所得
控除という形の控除ですけれども，これを税額
控除という形の控除に改められるのか，改めら
れないのかというところがもう１つのポイント
になってくるだろうと思います。
その２つのポイントがあって，そこに２つぐ

らいの制約といいましょうか，議論の縛りがあ
ると思います。１つは税収中立という縛りです。
所得税の税制改正をするということになると，
財政が厳しいから，また増税を考えているので
はないかと勘繰る方もおられますが，既に２０１５
年の「骨太の方針」によって税収中立を基本と
するということが閣議決定されておりますから，
この税収中立という縛りはまず踏まえなければ
ならないポイントになってくるだろうと思いま
す。ですから，増税をするということに単純に
はならないし，逆に言うと，減税にするという
ことでもないということですので，税収中立の
枠の中で議論が始まるのだろうと思います。
もう１つの制約は，９月９日に安倍総理が新

任期で発足した政府税制調査会の総会でご挨拶
されたときに述べられて，皆さんも報道等でご
存じかと思いますけれども，女性が就業調整を
意識せずに働くことができるようにする仕組み
を考えてほしいということを要請されたという
ことです。ですから，女性が就業調整を意識せ
ずに働けるということを税制でも１つサポート
する，ないしは体現できるような制度ないしは
控除の仕組みにするということが考えられると
いうことです。
そういたしますと，配偶者控除を単純に廃止

するということだけでは，極端に言えば，今既
に配偶者控除を受けておられる方にとっては単
純に増税になるだけであるということです。そ
うすると，先ほど國枝先生もおっしゃったよう
に，働き方に対してはむしろそういう意味では
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中立ではないかもしれない。だけども，逆に言
うと，共稼ぎで１４１万円以上働いておられる方
は配偶者控除の恩恵は全く受けていないという
意味で専業主婦の方よりももう少し税の面で恩
恵を与えられないのかというところがあります。
そう考えると，夫婦でどちらが幾ら働いている
かということに関係なく控除が与えられるとい
うタイプの控除ということで言えば，仮の名前
として「夫婦控除」とかという言葉が報道では
飛び交っておりますけれども，夫婦であるとい
うことでもって控除が受けられるというタイプ
の控除というのは１つ，私の競馬新聞的な下馬
評で言えば，有力な候補になるのではないのか
なと個人的には思っております。
そういたしますと，そういうものは本当に税

務の実務的に実際に可能なのかというと，皆様
も給与を受け取るときには年末調整などで扶養
家族の申告書というのを毎年提出しておられる
と思います。ここでは今は扶養対象となる，配
偶者控除の対象となる配偶者しか記入しないと
いうことですので，配偶者控除の対象ではない
配偶者はそこには記入できないということです
が，実はあの用紙の様式をよく見ると，「配偶
者があるのか，ないのか丸を付けてください」
というところが欄にあります。つまり，何気な
くわれわれはその申告書を出すときには配偶者
がいるか，いないかというところに，丸を付け
て毎年提出していたということですから，実際
に税務の書類としては既に自分は配偶者がいる
のか，いないのかということ自体をちゃんと申
告しているということです。給与を受け取る納
税者はみんな申告しているということです。そ
れにもう少しその様式を整えて，控除が受けら
れるか，受けられないかということを判断する
ということは税務の実務的に複雑なことを１つ
２つ作業として加えないとできないという話で
は必ずしもないのではないかと思っています。

３．地方財政において見落とされてきた
課題

時間もありませんので，少し報告書の残りの
ところをお話しさせていただきたいと思います。
報告書では財政のパートでは地方財政の話と震
災復興のことを議論いたしました。
地方財政の話では特に公共事業における入札

の問題について議論をしておりまして，そのと
ころでは公共事業の品質を確保するということ
に主眼を置くならば，工事の過程の監督，事後
の検査などを充実させていくことが本質ではな
いかというようなことをまとめております。

４．東日本大震災における住宅復興の課
題

震災復興のところでは，東日本大震災もあり
ますし，熊本地震のこともありますけれども，
被災地を離れて転居して，生活を再建するとい
う方もおられて，これが生活を再建する。特に
住宅の早期の再建を望む被災者の意向というの
があるというところを研究いたしましたが，そ
れをどういうふうにフォローアップしていくか
ということが財政面からも求められるというと
ころを記しております。私からは以上です。

―――――――――――――――――――――
（小澤） ありがとうございました。それでは，
今度は社会保障に移りますが，駒村先生，よろ
しくお願いします。
―――――――――――――――――――――

Ⅶ．社会保障制度の持続可能性を
高めるために

１．日本の社会保障制度をめぐる３つの
課題

（駒村） 慶応義塾大の駒村でございます。よ
ろしくお願いいたします。私は社会保障の方を

― 16 ―



専門に研究しております。担当としては社会保
障の総論のところと年金の部分を担当させてい
ただいております。総論としては，これは報告
書に全てを書き切っているわけではありません
けれども，現在日本の社会保障制度が抱える問
題としては，非正規，グローバル，或いは技術
革新の中に発生する所得の格差，賃金の格差，
非正規労働者の拡大，或いは，相対貧困の拡大
です。それから，もう１つは大きな人口構成の
変化です。それから，一方では膨大な財政赤字，
公的債務を抱えたままの状態で，より厳しい高
齢化社会に突入していくという状態があるのだ
ろうと思います。この３つの問題は相互に密接
に関連していると思います。

〔格差〕
これらの問題について，いろいろな組み合わ

せで説明可能だと思いますけれども，例えば格
差，貧困からもしスタートするとするならば，
非正規労働者の増大というのがバブル崩壊後に
観察されるわけですが，現在団塊のジュニア世
代で，いわゆる本人が望まないにも拘わらず，
非正規労働者の状態になっているという方が
１５０万人いるという状態です。当然，非正規労
働者の男性は結婚においては極めて不利な状態
に置かれていて，極めて未婚率が高いです。結
婚しなければ日本は子どもが生れませんので，
これが出生率の足を引っ張ってきているという
ことです。これは当然，高齢化率を高めていき，
支え手を減らしているということになれば，財
政赤字の拡大につながるだろうということです。
或いは非正規労働者が増大していく中で，非

常に失業率が下がっているにも拘わらず，家計
の支出が伸びない。当然ながら，所得分布が変
化していく中で低所得者の取り分が減れば，そ
の分だけ消費の足を引っ張ることも考えられる
ということで，これも経済の足を引っ張ってい
く，財政赤字の拡大にもつながっていくという
ことになるのではないかと思います。

〔子どもの貧困〕
他にも，貧困や格差の拡大というのは，いわ

ゆる劣悪な環境で育っている子どもの貧困率が
現在１６％ぐらいと言われておりますが，相対貧
困ギャップも重要です。どれだけ深刻なのかと
いうと，この１６％の子どもたちの生活状態は深
刻な状態になっているというのが国際調査でも
確認されています。劣悪な環境，例えば口論が
絶えない家，DVがある家，ネグレクトがある
家，食事に欠けている家，こういう家で育った
子どもたちは将来どうなるかという長期追跡
データが実はあります。これは日本ではあまり
行われていない研究ですけれども，２０年，３０年
を追跡する研究があります。
そういう中には心理面で子どもの成長に非常

に悪い影響を与えてくるということがあります。
例えばネグレクトとか，児童虐待を受けた子ど
もが将来どういう社会的な困った行動を起こす
のか，将来反社会的な行動に走る危険性がある
ということもある程度追跡データでわかってき
ております。これは子どもたちの心理に与える
影響の問題で，それが将来のさらなる貧困につ
ながると，社会問題につながるという研究があ
る。さらにもうちょっと深刻な研究もありまし
て，これは脳の構造まで追跡して分析していく
研究があります。それによると，虐待などは脳
の構造にまで影響を与えてしまうということで
す。刹那的な行動に走るとか，反社会的な行動
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が我慢できないとか，頭の中でそういう部分を
制御する力が構造的に失われているのではない
か。
こういうことになると，子どもの貧困という

のは一時的な貧困ではなくて，継続してしまう
ということになります。場合によっては世代連
鎖が発生するということです。お金をあげたら
子どもの貧困の連鎖が止まるというわけではな
くて，恐らく同時にサポートする政策をきちん
とやらないと今後少なくなってくる貴重な子ど
もの能力が落ちていく，社会問題にもつながる
のではないかと思います。そういう意味では子
どもへの支援というのは将来に対する投資とい
う部分も考えなければいけないわけです。非常
に財政が限られている中でこういう部分にも気
配りをしていかなければいけなくなっていると
いう状況だと思います。

〔部門別社会保障給付費〕
（資料１３）で社会保障の総額の動向を簡単に

紹介しますが，社会保障支出は着実に増えてお
ります。

（資料１３）

�

〔社会保障給付費の構造〕
次に（資料１４）の財政構成ということです。

社会保障制度の大きさを給付費ベースで見るか，
財源ベースで見るかということで，少し数字も
違います。これは２０１４年の給付費で見たのが一

番右の１１２兆円ということです。財源ベースで
見ると１３６兆円ということになりますけれども，
そのギャップはどこから出ているかはこの集計
表で見てわかるかと思います。

（資料１４）

�

２．社会保障制度の見通し

今後どうなるかを示すのが（資料１５）です。
国民会議等で今後の議論，将来見通しも作られ
ています。現在２０１６年の予算ベースでは社会保
障給付費総額は，社会保険料も入れて，給付費
ベースで１１８兆円ということで，２０１２年に作っ
た大体国民会議の見込みをやや下回るぐらいで
すけれども，ほぼ予想通り来ています。だから，
現在は１２０兆円前後まで来ているのだというこ
とで，これは大体GDPの２４％ぐらいまで来て
いるということです。２０２５年はどのくらいにな
るかというと，おおむね１５０兆円という金額に
なっています。これは一定の経済成長があっ
て，６００兆円を超える経済成長まで来ていれば，
GDP比で２４％，２５％ぐらいを維持できるだろ
うということですけれども，もしGDPがそこ
まで至らなければ，GDP比で３０％と，経済成
長次第ということになるわけです。
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（資料１５）

�

これからの高齢化のピークというのは２０２５年
ではありません。これから先にもう一段厳しい
山が待っておりますので，この先どうなるのか
という議論が当然あってしかるべきですけれど
も，そもそも一体改革で想定された消費税が増
税されなかったわけです。その手前の状態でブ
レーキがかかっているというわけですから，こ
れから先どうなるかの議論もできないという状
態になっています。若い世代から見れば，これ
はどうなるのだという将来不安の大きな要因に
なってくるだろうと思います。

３．社会保障給付の財源構成

（資料１６）が社会保障の全体財源です。これ
はやや古い財務省のデータなのです。ただし，
非常にわかりやすいので，構成を見てみますと，
社会保険料が中心になっています。それを補う
ように国庫負担，地方負担が存在するというこ
とです。ほぼ全額が公費で行われている部分が
児童，それから，障害者福祉，生活保護という
ことになるわけですが，児童手当，児童福祉の
ところは社会保障・税一体改革の社会保障目的
税の対象になっていますので，財源は確保され
ているのだろうと思います。消費税２％追加部
分は，先延ばしになっていますけれども，そこ
の部分においては確保されているだろうと思い
ます。障害者福祉のところも１．５兆円を超えて
増えているところですし，生活保護はご案内の
とおり３．５兆円というところで，毎年，毎年史

上最多の人数が生活保護を受けているというこ
とです。

（資料１６）

�

生活保護受給者の半分が高齢者です。その高
齢者の半分が年金をもらっています。年金をも
らっているにも拘わらず，生活保護を受けてい
るという人が非常に増えてきているということ
です。これは高齢化によって増えているという
ことです。だから，生活保護も高齢化によって
増えるのだということです。貧困高齢者が増え
ています。高齢者の数全体が増えていますし，
年金改革で年金の金額の少しずつ抑えられてい
ますので，年金をもらっても生活保護を受ける
という方も増えているというのが現状だという
ことになります。

４．社会保障制度改革のジレンマ（資料
１７）

（資料１７）

�
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こういう状態で社会保障の改革をどうするの
か。例えば年金制度の財政的な持続可能性を維
持しなければいけないというのは当然のことで
ありまして，これは負担を上げるか，給付を下
げるか，いずれかやらなければいけないという
ことです。ただ，給付を引き下げるとしても，
社会保障政策として適切な給付でなければいけ
ないということです。社会保障の制度内には役
割分担があって，自助が最初に来ますけれども，
次が共助，社会保険料が来ます。社会保障・税
一体改革の一連の改革では医療の守備範囲，介
護の守備範囲，年金の守備範囲を少しずつ抑え
るということをしました。そのことによってそ
れぞれの制度の持続可能性は高まるわけですけ
れども，最後のセーフティネットは公助があり
ますので，そこを幾らきれいにしても，今度は
そのツケが公助に回ってきてしまうという状態
になってきていますので，その辺のバランスを
どう考えていくのか。給付抑制によって，社会
保険は給付抑制で，持続可能性は高まっても，
生活保護の支出が増えてしまいましたというこ
とになってしまうと，それをどう評価するかと
いう問題もあるかと思います。さらにはこれ以
上若い世代に負担を押し付けていいのかという
世代間の公平というのもあって，これのいずれ
を優先するかということです。これを全部達成
するというのはもう既にかなり難しい状態だと
思いますので，優先順位を付けて議論していか
なければいけないという状態だと思います。

５．修正をくり返した人口推計

（資料１８）にある人口の方ですけれども，ご
案内のとおり人口減少社会に既に突入していま
す。来年の１月頃には国立社会保障・人口問題
研究所から国勢調査に基づいた新人口推計が発
表されると思います。過去の人口推計を見てみ
ますと，１９７５年時点の人口推計はご案内のとお
り非常に甘くて，今でも人口が増えている予定
でした。これを見ていただくように，１９７５年の
人口推計によると，青い数字のように１億６，０００

万人に向かって日本の人口は今ごろ増えている
状態でしたけれども，２つの面で予測の誤差が
生れています。

（資料１８）

�

人口推計というのは過去のデータで将来を予
測します。実績に基づいて未来を推計しますの
で，急激な社会変化を前にするとどうしても推
計が後手後手に回っていきます。４０年前の推計
に大きな誤差があったのは当然かと思います。
その後，見ていただければわかるように，徐々
に徐々に推計のたびに直してきて，実際には太
線のような数字であり，２０１０年の人口推計が太
線です。太線の２０１０年までが実績で，そこから
先は将来ということです。将来を見ると，１億
人を下回っていくということになるわけです。
（資料１９）にある高齢化率でも推計と現実の

間に乖離が生れておりまして，１９７５年の人口推
計だと，当時は合計特殊出生率が２を超えてい
ましたので，人口減少することはないだろうと
いう前提で人口予測を持っていました。１９７５年
の人口推計で高齢者の寿命についてはそれほど
延びないだろうという前提を置いていましたの
で，大体２，５００万人ぐらいで将来高齢者の人口
は収まるだろうと見ていたのが，実際には４，０００
万人に向かって増加中であるということです。
高齢者の人口の方は過少推計，実際の動きより
も甘く読んでいたというわけで，これだけの推
計乖離が生れているというわけです。

― 20 ―



（資料１９）

�

６．寿命の伸長とその予測（資料２０）

（資料２０）

�

その理由は何なのかというと，左の方が男性
で，右の方が女性で，これは１９８０年以降の寿命
予測です。１９８０年の寿命予測だと，将来的に女
性の寿命は８０歳ぐらいで止まるだろうという予
測だったわけですけれども，実際は太線です。
それから，２０１０年以降の最新推計が太線のよう
な状態になっているということで，日本の女性
は今後も寿命が延び続けるだろうということで
す。アメリカの人口の研究者のある研究による
と，２０５０年ぐらいになると，日本の女性の寿命
は９３～９４歳ぐらいまで延びていくのではないか
ということです。年金が４０年払って，３０年以上
もらうということになると，どうしてつじつま
が合うのだろうかということを当然意識しなけ
ればいけないということになります。

〔出生数〕
一方，（資料２１）にある出生率の方ですけれ

ども，後で大森先生が少し対策については議論
されると思いますけれども，これは急激に減っ
ているということになっております。１９７５年の
人口推計だと，合計特殊出生率が２．０＋αを維
持できると想定していましたので，毎年２００万
人生まれるという想定でした。

（資料２１）

�

１９９２年の紫の人口推計だと，当時は合計特殊
出生率が１．５で，今の政府の目標は将来的に２０２５
年には１．８まで回復すると置いた場合，大体１３０
万人が毎年生まれているだろうということです
けれども，現実に生まれているのは毎年１００万
人です。２０４０年から５０年に入っていくと，毎年
生まれる子どもの数は５０万人ということになっ
てくるわけです。現在４０歳ぐらいの団塊ジュニ
アの同学年は２００万人ですから，それに比べて
５０万人というのは４分の１です。だから，もっ
と早く手を打っておけば，ここまで人口は減ら
なかったということなのに，実は手を打つのが
遅すぎたというのが現状だと思います。
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〔高齢化率〕

（資料２２）

�

（資料２２）にあるとおり，以前の推計では高
齢者の数はあまり増えない。子どもの数は甘く
読んでいたわけですから，高齢化の予測も推計
するたびに上方修正をしなければいけなくなっ
てきます。１９７５年時点での高齢化のピークは大
体１７％から１８％でした。今ごろがピークで，も
うおしまいというストーリーだったわけですけ
れども，現実には今からが勝負というわけ
で，４０％に向けてもう一段山を登らなければい
けないのです。だから，２０２５年がピークでも何
でもない。２０２５年は最初の山であるということ
です。その向こうにさらに大きな山がある。こ
れをどう乗り越えていくのかということをわれ
われは考えなければいけないということになり
ます。

〔コーホート出生率と期間出生率〕
出生率の方を少し細かく見てみますと，コー

ホート出生率と期間出生率という２つの出生率
の定義があります。政府が希望出生率１．８と言
っているのは期間出生率です。この期間出生率
とコーホート出生率の違いはどうなっているの
かということです。（資料２３）の一番左が１９６６
年から７０年生まれです。２０１５年時点で４５歳から
４９歳の人が例えば１５から１９歳のときに１人当た
りの女性が産んだ子どもの数が一番下の帯です。
それから，２０から２４歳のときに産んだ数が下か

ら二番目の帯，そして，下から三番目の帯が２５
から２９歳です。これを全部足すと１９６６年から７０
年生まれの世代の女性が産んだ子どもは１．５ぐ
らいということになるということです。下から
三番目の帯のころですね。つまり，２５歳から２９
歳ごろが一番産むタイミングとしては出産力が
強かったということを下から三番目の帯は示し
ています。次の世代はまだ４４歳ですから，あと
５年まだ可能性はあるのだろうと思いますけれ
ども，前の世代よりはなかなかしんどいという
ことになっている。

（資料２３）

�

個別の個々の世代が実際に産んでいる子ども
の数を見るのがこれで，これは実態ベースです。
政府が言っている１．８という期間出生率という
のはどういう概念かというと，ここで言うと，
一番右の１９９６年から２０００年生まれの世代の１５か
ら１９歳に産んだ子どもの数の小さな帯とその隣
の９１年から９５年の世代の下から二番目の帯と
１９８６年の世代の下から三番目の帯という具合に，
各コーホートの部分的なものを足していったも
のが合計特殊出生率とか言われている概念です。
何が言いたいかというと，バーチャルなもので
あるということです。実態ベースではないとい
うことを言いたいということです。
それから，黒い線の右軸に６とか，ゼロとか

あるのは単位は１００万人です。例えば１９７１年か
ら７５年生まれはいわゆる団塊ジュニアと言われ
ているグループで，この世代はこの５年間で５００
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万人以上の女性がこの世代にはいるということ
です。それより若い世代になると当然出生率が
下がっているので，同級生が減っているという
ことです。つまり，親になる人の数が減ってし
まっているということです。出生率が上がって
も，親になる人の数が減ってしまえば，率を上
げたところで，人数はもう増えないということ
で，人口が増加するとか，維持できるとかいう
絵空事をもって将来予測を立ててはいけない。
今後の政策は人口は確実に減少するということ
です。５０万人まで減らさないためにはどうする
かというためには当然，出生率を上げなければ
いけないわけですけれども，それを劇的に逆転
させるということはかなり難しいだろうという
ことを考えなければいけないと思います。
ただ，よく見ると，１９８１年から８５年生まれは，

前の世代の１９７６年から８０年生れに比べると下か
ら四番目の帯のラインが上に来ています。つま
り，この８０年世代というのがかなり健闘してい
るということです。だから，この８０年世代はま
だまだ出産可能性意欲がある世代のところの少
子化対策をきちんとやっていくということです。
そこは子ども関係の政策であり，或いは先ほど
言った非正規が婚姻率を下げているならば，非
正規の労働条件を上げるということをやってい
かなければいけないと思います。

７．年金

〔幅広い経済前提における所得代替率の見通
し〕（資料２４）

（資料２４）

�

残った時間で，あまり時間もございませんの
で，年金の話に入っていきたいと思います。こ
ういう人口構造で年金の財政検証を行って，１００
年後も積立金が１年あり，代替率を５０％維持で
きるという仕組みを作らなければいけないとい
うことです。２０１４年に厚生労働省の方から年金
財政検証が行われています。８通りの予測のう
ち５通りは持続可能で，３通りは持続可能では
ないという結論になっていますけれども，５通
りの方がいいようにも見えますが，極めて高い
経済成長や，労働力率が劇的に上昇する前提で
す。例えば女性のM字カーブ，つまり，出産
や結婚を機にして仕事を辞める人はほとんど存
在しなくなるという前提を持たない限り，持続
可能性がなくなってくるということも見ておか
なければいけないということです。

〔マクロ経済スライドによる給付水準調整見通
しの変化〕（資料２５）

（資料２５）

�

さらに年金における問題はマクロ経済スライ
ドです。高齢化率に応じて年金の給付額を下げ
ていくという仕組みを取っていますので，高齢
化がどんどん上がっても，理屈上はマクロ経済
スライドさえかければ年金制度は破綻しません。
１人頭の年金額をどんどん下げればいいのです
から，高齢化が上がっても，その分だけ年金を
下げれば，つじつまが合うようにできますので，
寿命が延びようが，出生率が下がろうが，代替
率５０％の制限さえ取っ払ってしまえば，幾ら高
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齢化が進んでも，年金財政は持続可能であると
いうことになりますが，下げすぎるという可能
性も出てくるわけです。
現在わかっているのは，厚生年金については

マクロ経済スライドは恐らく５～６年で止まる
ことができるだろう。つまり，累積カット幅を
５％にするということです。報酬比例の２階部
分については５％カットぐらいで何とか財政は
安定するだろう。問題はこの絵に描いてあるも
う一個の方で，基礎年金の方は３０年間マクロ経
済スライドをかけないと財政は均衡しないとい
うことです。つまり，累積で基礎年金は３０％カ
ットするということを意味しているということ
です。これは生活保護とのバランスが著しく逆
転して，悪化していくと思います。低所得者ほ
ど基礎年金に依存していますので，これが効け
ば，将来貧困高齢者が急激に増えていくという
ことにどういうふうに対応するか。この部分に
ついてはまだ未回答であるということです。

〔マクロ経済スライドによる給付水準調整見通
しの変化〕（資料２６）

（資料２６）

�

一方の対応方法としては，マクロ経済スライ
ドを止めるためには，年金の支給開始年齢を上
げるということです。これは財政の持続可能性
というよりは，マクロ経済スライドを止めるた
めには支給開始年齢を上げるという考え方があ
って，これは厚生労働省の方も何パターンか推

計をしていて，例えば４５年加入になった場合，
そして，６６歳からもらった場合は，１年余計に
働く効果と１年遅くもらい始める効果の合計で
年金水準を５．５％ほど改善できるとか，いろい
ろシミュレーションを作っています。

〔年金支給開始年齢国際比較〕（資料２７）
年金支給開始年齢も既に６７歳にシフトしてい

る国も多いわけですので，日本も２０２５年に６５歳
に到達した後，速やかに６７歳を目指していくべ
きではないかと思います。

（資料２７）

�

〔加齢による知能はどのように変化するのか〕

（資料２８）

�

では，６０歳代後半まで働けるのか。能力的な
問題があると思います。人間の能力というのは，
結晶的知能と流動性知能と言われている２つの
ものによって人間のパフォーマンスは左右され
ているということになっています。いわゆる流
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動性知能というのは数学者に代表される論理的，
計算応力やインスピレーションとかで勝負をす
る部分です。これは残念ながら加齢とともに低
下していくということになります。結晶性知能，
つまり，経験知に基づく能力はむしろ年齢とと
もに上がっていくという傾向があって，これの
合計がパフォーマンスになるわけです。
仕事によってこのパフォーマンスのピークは

もちろん変っていきますけれども，組織のリー
ダーなんかは５０代半ばぐらいが一番パフォーマ
ンスのピークではないかとも言われています。
こういうことを見て，このパフォーマンスに合
ったような仕事の配分を考えていけば，６０歳，６５
歳以降，日本の社会では６０代は現役であると変
えていかないととても持たないということです。
世論調査を見ても，「何歳から高齢者ですか」
という質問に対して「７０歳からが高齢者であ
る」というのが一番多い世論調査の答えです。
そういうふうな形で高齢化社会に合わせた制度
変更もやっていかなければいけないということ
です。
その他に４章の方では国民健康保険，介護保

険の保険単位の拡大をしていかなければいけな
いとか，或いは高齢化に伴って地方公務員の守
備範囲が福祉の分野にどんどん寄っているとい
う現状も紹介をしているということです。すみ
ません。長くなりましたけれども，社会保障の
前半は以上です。ありがとうございます。

―――――――――――――――――――――
（小澤） ありがとうございました。それでは，
大森先生，お願いします。
―――――――――――――――――――――

Ⅷ．少子化，医療・介護

（大森） 少子化，医療・介護を担当しますお
茶の水女子大学の大森と申します。よろしくお
願いいたします。だいぶ時間も押しているよう
ですけれども，手短に報告をしたいと思ってい

ます。私の報告は，皆様にお配りしてあります
報告書の中の少子化，或いは医療・介護に係る
ところということになります。

〔財政経済研究会担当〕
今回の報告書のたたき台になる研究論文を執

筆したのは，（資料２９）にお示ししている先生
方です。誤解のないように申し上げておきます
と，本報告書は，財政経済研究会の委員の先生
方（報告書の最後に，小澤座長をはじめ，研究
会のメンバーが載っております）の書かれた論
文を議論のたたき台として，研究会において，
侃々諤々と議論をして，意見の相違も明らかに
しながら取りまとめたものです。
私の報告は，ご覧のように，大部の報告書の

短時間でのまとめということになりますので，
ぜひ私の本日の話の後に報告書をご覧いただけ
ればと思っております。

（資料２９）

�

― 25 ―



１．少子化

〔日本の人口動態〕
まず（図８）をご覧いただければと思います。

番号がいきなり「８」に飛んでおりますが，こ
れは報告書の中の図表番号です。わかりやすい
だろうということで，そういうふうにしており
ます。これからお示しをする図表も報告書中の
図表番号でお示ししておりますので，ご了承く
ださい。

（図８）

�

駒村先生のお話の中にもありましたように，
日本は，現在，少子高齢化が進んでおり，２０４５
年頃まで高齢者の数が増加し続け，高齢化率も
４０％に達し，その水準が持続すると考えられて
います。一方，１５歳から６４歳の勤労世代の人数
は，１９９０年代半ばから減り続けています。

〔少子高齢化の課題〕（資料３０）

（資料３０）

�

この様な状況下で，医療・介護，年金等の社
会保障給付費の増加が見込まれると共に，税
収・社会保険料収入の低下が予想され，社会保

障制度の持続可能性が危ぶまれています。少子
高齢化という人口変動の下で，社会保障制度を
持続可能にするためには，社会保障給付費を抑
えるか，税収・社会保険料の増加を目指すしか
ありません。前者のためには，医療・介護費
（費）の効率化，年金制度の効率化を図ること
が必要です。同時に，高齢化の下では，医療・
介護の需要が増えることはやむを得ないことで
あり，高齢化に対応した医療・介護の需給が行
われる必要があります。その際，医療・介護制
度の効率性のみならず公平性も求められます。

〔経済成長の促進と子育て支援〕（資料３１）

（資料３１）
�

高齢化の下で，医療・介護需要が増加し，年
金受給者が増加していくことを考えると，社会
保障給付費が増加することはやむを得ないとこ
ろがあります。そのように考えると，税収・社
会保険料の増加を図ることが必要であり，その
ためには経済成長の促進を図るべきです。
経済成長の要因は，労働量の成長，資本量の

成長，全要素生産性という３つの要素に分解す
ることができます。全要素生産性とは，技術革
新など，労働量，資本量に帰着できない要因を
指しています。

〔日本の成長会計〕
（図９）は，日本の経済成長にこの３つの要

素がどの様に貢献しているかを見ています。
１９９０年代以降の経済成長率の減少要因として，
労働量の減少，全要素生産性の減少が目立ちま
す。全要素生産性の減少は，若者の数の減少，
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若者の能力の低下によるものである可能性も考
えられます。生産性の向上は，「人」が生み出
すものであり，日本では「人への投資」を十分
に行ってこなかったことが１９９０年代からの「失
われた２０年」の一因とも考えられるのです。ま
ずは，人口減少を食い止めるためには，第一に
「子育て支援」の充実，第二に移民受け入れの
検討が必要です。

（図９）

�

〔日本とヨーロッパ諸国の出生率の年次推移の
比較〕
（図１０）は，各国の合計特殊出生率の年次推

移を見ています。日本の出生率が低迷している
一方で，ヨーロッパの多くの国の出生率は，人
口を維持するために最低限必要な出生率水準で
ある，約２．１に近づくような回復傾向が見られ
ます。その理由の一つが，日本の女性の労働参
加が立ち後れていることです。

（図１０）

�

�

〔男女平等指数と社会・経済変数〕
（表８）は，男女平等指数を示したものです。

男女平等指数（Gender Gap Index）は，世界経
済フォーラムが，毎年，作成・公表してお
り，２０１４年，日本は，対象となる１４２カ国中１０４
位でした。男女平等指数は，男性と女性の間で，
労働参加や政治参加に関して差が少ないほど大
きくなるという指標です。表８では，上位の国
ほど，女性の労働参加率も，出生率も，一人当
たりGDPも高くなる傾向が見られます。これ
らは，いずれも日本が経済成長を続けるために
必要な要素ですが，男女平等指数が低い日本で
は，いずれも低くなっています。男女平等指数
が高い国で，女性の労働参加率が高いことは，
指数の定義を考えれば自然なことですが，なぜ
出生率や一人当たりGDPが高くなるのでしょ
うか。その秘密は，子育て支援の充実にありま
す。（表８）は，男女平等指数が高い国ほど子
育てをする家族向けの社会支出がGDPに占め
る割合は高くなっていることを示しています。
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特に，括弧書きで記載されている「現物給付」
が充実していることがわかります。「現物給付」
の主なものは保育サービスですが，その充実に
よって，女性が子どもを生み育てながら，働き
続けることができるのです。その結果として，
男女平等指数が高い国では，出生率も一人当た
りGDPも高くなると考えられます。日本も，
特に「待機児童」の出ている地域において，保
育所サービスの充実を図るべきです。最近，政
策目的が，待機児童解消ではなく，保育士の待
遇改善にすり替わってきているきらいがありま
すが，待機児童解消という本来の政策目的を貫
徹するべきです。

（表８）

�

２．医療・介護

〔社会経済環境の変化の下での医療・介護制度
の課題〕（資料３２）

（資料３２）

�

次に医療・介護制度の課題に話を移しましょ
う。冒頭でお話ししたように，高齢化の下で，
長期療養・介護サービスの需要が増加している

一方で，それに伴う医療・介護費用の増加に対
して，効率性，公平性を確保した医療・介護制
度の構築が求められています。以下では，医療・
介護制度の抱える課題とその対応策について，
順番に説明していきましょう。

〔国民医療費の年次推移〕

（資料３３）国民医療費の年次推移

�

医療・介護の需要サイドでは，高齢化に関わ
る医療・介護需要が増加しています。スライド
の国民医療費の年次推移のグラフ（資料３３），
（図１５）の介護給付の年次推移のグラフをご覧
ください。国民医療費は増加傾向にあり，２０１４
年には，４０兆８，０７１億円に達し，そのうち，５６．１％
が，高齢者（６５歳以上）の医療費です。次に，
（図１５）をご覧ください。公的介護保険による
介護給付は，増加の一途をたどっています。例
えば，脳血管疾患は，急性期の治療の後，リハ
ビリテーションが必要であり，その後は，定期
的な予後のケア，あるいは介護が必要になりま
す，医療と介護の連携が求められ，特に後者の
予後のケア，介護等では一般診療所を中心とす
るプライマリーケア，在宅介護の強化が求めら
れています。現在，２０２５年を目標に，国が「地
域包括ケア」を整備していますが，論理的に正
しい政策の方向性をとっている様に思われます。

― 28 ―



（図１５）介護給付の増加とその財源

�

〔医療・介護制度の課題と対応策〕（資料３４）

（資料３４）

�

その一方で，医療・介護制度に関して，効率
性，公平性が求められています。医学的知識・
情報，介護の知識・情報に関する情報の非対称
性の下で，過剰なサービスなど，供給者のモラ
ル・ハザードが発生する可能性があります。特
に過剰投薬に関しては，数量的データのみなら
ず逸話的なエビデンスには事欠きません。また，
患者サイドの不適切な受診の問題も見過ごすこ
とはできません。高齢化の下で，患者は，医療，
長期療養サービス，介護サービスなど複合的な
サービスを選択する必要がありますが，十分な
知識の無い中では，容易なことではありません。
こうした効率性に関わる問題に対しては，ま

ずは，患者に対する医療・介護情報の提供，具
体的には第三者評価の情報の提供，ピア・レビ
ューを促進することが重要です。
医療・介護制度は，生命，健康に直接関わる

ことから，公平性の観点も重要です。負担・補
助のあり方が問われ，その際，どの様な基準で

負担・補助のあり方を変えるべきなのか，検討
が必要です。基準とは，具体的には，所得の多
寡，年齢等の世代間の観点です。

〔市町村格差：第１号被保険者１人当り保険料
と歳出額〕
（図１４）は公的介護保険の第１号被保険者（６５
歳以上の人々）の一人あたり保険料と保険給付
費の分布を示しています。保険料の分布の右側
に保険給付費の分布があり，租税財源，現役世
代の社会保険料による相当の補助があることが
分かります。また，保険料，介護給付共に市町
村によって分布があり，特に介護給付の分布の
分散が大きいことも注目されます。公平性に関
する基準は，最終的に，社会的合意の下で決め
る必要があり，社会全体での議論，社会的合意
の形成が求められています。

（図１４）

�

〔公的保険の存在〕
医療・介護の需要を考える上で，公的保険の

制度のあり方は重要です。保険による自己負担
の低下に基づく患者側のモラル・ハザードは，
不可避の問題であり，その対応策として，現在
最も取り組むべきなのは，医療・介護共に公的
保険のカバーする範囲の見直しではないでしょ
うか。費用対効果を考慮し，公的保険によって
カバーするサービスの範囲の見直しを行う必要
性があります。また，公的保険では，比較的小
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規模の保険者が分立している状況を踏まえて，
保険者の統合による効率的保険運営を図るべき
です。

〔医療・介護制度の供給側の政策〕
最後に，医療・介護制度の供給側の政策につ

いてです。先に説明してきた需要側の要因，具
体的には，患者の医学情報，介護情報・知識の
不足から来る非合理的な医療・介護需要の問題，
公的保険の存在による患者のモラル・ハザード
の問題に対する対応を政府当局は迫られていま
す。一般診療所における診療，一次医療よりも，
病院における診療，専門医の診療，二次医療を
患者が志向する診療所離れ病院志向は問題の典
型的な表れです。
一方，医療・介護の供給サイドも，医学，介

護の知識・情報の非対称性を利用したモラル・
ハザードのインセンティブを持っています。こ
れらの問題を解決するためには，GPシステム
の導入を柱とする一次医療，プライマリーケア
志向の制度改革が必要です。GPシステムとは，
一般診療所の医師のような，広い範囲の病気の
診断・治療を行い，患者の日常の健康管理を担
当する役割の医師であるプライマリーケア医を
決めて，一次医療で対応出来ない病気・けがの
患者を病院等の二次医療に紹介するシステムの
ことです。このシステムの導入により，プライ
マリーケア医が，費用のかかる病院サービスな
ど，患者の不必要な二次医療の受診を抑える
Gate Keeper，門番の役割を果たすことができ
るばかりでなく，プライマリーケア医をかかり
つけ医にすることで，患者が日常のケア，健康
相談などを気軽に行うことが可能になります。
長期療養・介護需要が増加している中，医療と
介護の連携が求められている中でも，プライマ
リーケア医は，患者の診療，健康管理のみなら
ず，患者の医療・介護サービス選択の良いアド
バイザーになるなど，中核的な役割を果たすこ
とができます。
患者の健康管理，サービス選択の良いアドバ

イザーとしては，保険者も役割を果たすことが
期待されますが，先ほど，指摘した保険者の統
合によって，保険者の組織機能が強化されるこ
とと整合的です。
最後に，医療・介護の供給は，市場の失敗へ

の対応から規制が必要なところもあって，サー
ビスの供給が，需要に併せて，スムーズに変容
しないところがあり，ある程度，政策誘導によ
って，供給体制を整える必要があります，現在，
国は「地域医療構想」を策定し，将来の医療・
介護需要に応える供給体制作りを進めており，
今後の展開が注目されます。

Ⅸ．質疑応答

（小澤） ありがとうございました。だいぶ
時間も押してきました。國枝先生と土居先生に
は財政・税制に関するお話をしていただき，駒
村先生と大森先生には社会保障に関するお話を
していただきました。

〔財政の持続可能性〕
まず國枝先生に関しましては，財政の持続可

能性は赤信号なのだ。財政赤字ギャンブル状態
になっているというようなことを強調してお話
していただくことで，われわれが直面している
事態の深刻さが浮き彫りにされました。

〔法人実効税率引き下げと税収中立〕
土居先生に関しましては，法人実効税率の引

き下げに関して税収中立のために課税ベースの
拡大を同時に行いましたが，特に外形標準課税
の拡大を行っていて，そこら辺が将来に対して
禍根を残すようなことになってはいないかとい
うこと，そして，法人税制の中だけで税収中立
で法人実効税率引き下げを企てることの限界が
見えるというお話でした。

〔社会保障制度の持続可能性〕
駒村先生に関しましては，消費税率の引き上
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げを先送りしたということが社会保障制度の持
続可能性を失わせているとの指摘がなされ，そ
もそも修正を繰り返した人口推計を行った結果
として，いろいろ手を打たなければいけない時
期を失してしまっているのではないかとのこと
です。すなわち，いくら出生率を上げても，親
の世代の人口が減ってしまっているのだから，
それですぐに人口が増えるという単純な問題で
はなくなっているというお話です。年金に関し
ましては，マクロ経済スライドの基礎年金部分
に関しては，財政の均衡化にはまだ３０年ぐらい
時間がかかってしまう可能性があって，それを
軽減するためには，支給開始年齢を引き上げる
ということを真面目に考えるしかないというこ
とで，実際に６７歳を目指すぐらいの覚悟が必要
だというお話でした。

〔現物給付への注目と，医療と介護の連携〕
大森先生に関しましては，男女平等指数の高

い国というのは合計特殊出生率も高いし，１人
当たり名目GDPも大きいということです。な
ぜそうなのかということに関しては，家族向け
の社会支出GDP比率が高いところに原因があ
って，特にその中でも現物給付の保育サービス
の比率が高いところに注目すべきであるという
ことです。それから，医療と介護の連携に関す
るお話もしていただきました。一般診療所を中
心とするプライマリーケアの強化，地域包括ケ
アに関する話とか，医療・介護制度の課題と対
応策に関しまして，需要側，供給側両面に関し
て詳細にお話をしていただきました。

それでは，残った時間で質疑応答に入りたい
と思います。なるべく簡潔に質問とリプライを
お願いしたいと思います。それでは，まず最初
に，國枝先生の報告に対しまして駒村先生と土
居先生から質問をお願いしたいと思います。
―――――――――――――――――――――

〔投資減税の他の手段〕
（駒村） 幾つか質問を出したのですけれども，
時間もないということですので，選びます。國
枝先生のご主張の中で内部留保を国内の投資に
つなげるためには投資減税が有効であるとなっ
ているのですけれども，他に手段がないのかな
と思っております。ここら辺をちょっとご解説
願いたいと思います。

―――――――――――――――――――――
（小澤） 土居先生もお願いします。
―――――――――――――――――――――

〔ヘリコプターマネーの有効性〕
（土居） 私からは財政運営と金融緩和の関係
で最近取り沙汰されている，ヘリコプターマ
ネーとか，財政ファイナンスというような話に
ついて質問をします。これらの話はデフレ脱却
のためということではあるのですけれども，デ
フレを脱却した途端に過度なインフレになりは
しないかという心配を財政面から懸念している
わけです。日銀が国債を買い入れるというとこ
ろで今は支えておりますが，これがやがてイン
フレの火種になりはしないか，という懸念です。
けれども，アベノミクスを支える経済学者とい
うか，論者がこれを是としているわけです。片
や，別の経済学者からはそれに対して強い懸念
が示されていて，なぜヘリコプターマネーはい
いのだと言う学者に対して有効な説得ができな
いのかというところをお聞かせいただきたいと
思います。
―――――――――――――――――――――

〔内部留保を国内投資につなげる方法〕
（國枝） では，答えさせていただきます。駒
村先生の方から話がありました内部留保を国内
投資につなげるためにどうしたらいいかという
話です。投資減税だけでは，企業投資が必ずし
も十分増えていないのも確かです。もう１つの
重要なファクターとしては，たまっているお金

― 31 ―



で国内投資をしないというのは経営者の判断と
いうことになるわけですが，株主からすると，
内部留保でためているぐらいだったら，もっと
有効なところに金を回してくれということにな
るはずなのに，それがうまく経営者に伝わって
いないということを意味しています。すなわち
コーポレートガバナンスの問題でもあるわけで
す。コーポレートガバナンスの強化については
あまり説明しませんでしたけれども，アベノミ
クスの中の重要な要素としてあるわけです。こ
れをさらに徹底することが有効ではないかなと
思っています。

〔ヘリコプターマネーの条件〕
それから，土居先生の方から話がありました

ヘリコプターマネーの話です。ヘリコプターマ
ネーというのは定義がはっきりしない部分があ
って，論者によっていろいろ言っているわけで
すが，私は２つの条件があるのだろうと思って
います。１つは，中央銀行が国債を大量に買っ
ていくということです。もちろん直接引き受け
は法律で禁止されていますから，日本では行わ
れていないわけです。しかし，現在の日本の国
債市場の動向というのは日銀が一方的な買い手
となって，日銀の政策によって金利が左右され
ている状況ですので，実質的にヘリコプターマ
ネーの条件の１つは満たされているのではない
かと思います。
もう１つはいわゆる出口でどうするかという

ことです。ヘリコプターマネーで国債を日銀が
たくさん買うのはいいのですけれども，土居先
生からもご指摘がありましたように，２％の目
標が達成されました後，どうするのですかとい
うことが重要です。ヘリコプターマネーの議論
は，その際に買った国債を日銀が売らないとい
う条件がないと成り立たないものです。しかし，
国債を売らないとは何を意味するかというと，
インフレになっても日銀が放っておくというこ
とになってしまうということなのです。インフ
レになっても気にしないということであれば，

ヘリコプターマネーによってある意味財政のフ
ァイナンスができることになりますけれども，
それはインフレという非常に弊害があるという
ことです。逆に，インフレになったからという
ことで，国債を日銀が手放していくということ
になると，ヘリコプターマネーを実施しても，
中長期的に財源の確保になっていないというこ
とになるわけです。これが２つ目の条件です。

〔日銀の出口戦略〕
２つ目の条件が成り立っているかどうかとい

うことについては，日銀の出口戦略は未だ表明
されていません。黒田総裁は国会等で聞かれも，
「まだ言えません」ということをおっしゃって
いるわけです。だからこそ，土居先生の話であ
りましたように，なぜ特に総理の周り等にヘリ
コプターマネーの推進派がいるだと思います。
そうした推進派は，出口のことを何も語ってい
ません。出口の部分でどういう弊害があるかと
いうのが，ヘリコプターマネーの是非を論じる
上で，重要なところです。経済学者の多くは，
ヘリコプターマネーを実施すれば，出口の時点
で大変なことになるのではないかと懸念してい
ます。インフレになるか，或いは逆に国債の暴
落という形を取るかわかりませんが，大きな弊
害が発生するとのではないかと考えて，ヘリコ
プターマネー政策を問題視しているわけですけ
れども，いわゆるリフレ派の人たちは先のこと
は語らずに，現在のことだけ語っているのです。
そうすると，弊害が見えてこないので，ヘリコ
プターマネーでもいいのではないかということ
になってしまうのではないかと思います。そう
いう意味では，現在，日銀で金融政策の再検証
が行われているわけですけれども，本当は出口
戦略をどうするのかという話を併せて表明して
もらう必要があるだろうと思っています。

―――――――――――――――――――――
（小澤） ありがとうございました。それでは，
次に土居先生の報告に対しまして大森先生，國
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枝先生から質問をお願いしたいと思います。
―――――――――――――――――――――
（大森） それでは，時間も限られているよう
ですので，土居先生に最もうかがいたいことを
１点伺いたいと思います。

〔財政再建と景気に対する配慮〕
景気悪化の見通しがあるときに，増税を一時

延期することは，実際にそういう名目で一時，
日本は消費増税を延期したのですけれども合理
的選択とも考えられます。これについてどのよ
うにお考えでしょうか。財政再建と景気に対す
る配慮は，ある意味トレードオフ関係にあると
思うのですが，その点どの様にお考えかお話し
いただけたらと思います。

―――――――――――――――――――――

〔法人税の措置〕
（國枝） 私の方からは，外形標準課税の問題
点はまさに土居先生がご指摘のとおりだと思っ
ております。ただ，消費税増税が先送りされて
しまって，財源がない中，法人税をどうすべき
かということについてどう考えるかというのを
聞きたいと思います。
―――――――――――――――――――――

〔社会保障の給付と負担のバランス〕
（土居） ご質問ありがとうございます。まず
大森先生のご質問に対してです。確かに景気が
悪くなりそうなときに負担増を求められるとい
うのは民間家計からするとつらいことだと思い
ます。ただ，問題はわが国の財政でなぜ負担増
をお願いしなければならないかという根本原因
であり，それは，社会保障の給付の財源を賄う。
かつ将来世代にその負担の付けを回さないとい
うことだろうと思います。
そういたしますと，結局，景気が良かろうが，

悪かろうが，社会保障の給付を出さなければい
けないということである以上，それを景気が悪

くなったからと言って，将来の負担に付け回す
ということを繰り返していくと，結局，社会保
障の給付は今生きている世代が別に負担しなく
たってよいではないかという形で，社会保障の
給付と負担のバランスに対して節度を失ってし
まうという状況にもはや来ているのだと思いま
す。
今回が景気悪化を理由に負担増を先送りする

ということを初めてしたというのならまだわか
らなくはないですけれども，１９９０年代以降，何
回も繰り返してきて，今日に至って，未曽有の
政府債務残高になっているわけですから，残念
ながら，その景気悪化を理由に負担増を先送り
するというカードは切り過ぎて，これからさら
にそういうカードを切り続けていたら大変なこ
とになるのではないかなと，そちらの方をむし
ろ懸念いたします。

〔内部留保の問題〕
國枝先生からのご質問ですけれども，法人税

自体は今のところ経済界にもさらにもう一段変
えてほしいというモメンタムがあると私自身は
あまり認識していませんし，できれば法人税自
体の問題というよりかは，むしろ法人にまつわ
る財政負担というか，事業主負担社会保険料の
問題も併せてセットで，どういうふうに企業に
対して税なり，社会保険料を課すかというとこ
ろを総合的に考える時期に来ているのかなと思
います。ただ，景気対策というか，経済活性化
のために法人税を動かすと言うにしては，先ほ
ど駒村先生から國枝先生への質問にもあったよ
うに，内部留保の問題というのが鍵になってく
るのではないかと思います。ただ，内部留保の
問題は一部に誤解があるのではないかと思って
います。内部留保が無駄に企業の中にため込ま
れているのではないかという表現の仕方をされ
るわけですけれども，私はそれが間違っている
と思っているわけです。あくまでも企業の資金
調達の一手段であると位置付けて議論を進めな
いといけないのです。

― 33 ―



それはわれわれ家計に置き換えて考えてもわ
かります。例えば家を買うときに全てを住宅
ローンで賄うにしては負担が重いから，一部自
己資金を用意する。そうしたときに借り入れで
賄う部分と自己資金で賄う部分と両方あります。
自己資金で賄って，家を一部自己資金で買うと
いうのはまさに企業でいうところの内部留保を
活用して家を買うと言っているのと同じことな
わけです。それで，住宅ローンと自己資金で家
を買いました。新しい家に住みました。そのと
きに家計に内部留保という自己資金がため込ま
れているのでしょうか。そんなわけはなくて，
それは家という器に変っているのです。けれど
も，この家を売るとまたキャッシュが戻ってき
て，それは一部借り入れの返済に充てるという
ことになりますが，借り入れの返済後に残った
お金はまさに帳簿上ついている内部留保という
ことのイメージなわけです。
ですから，これが設備投資に回れば全く同じ

ことで，有形のものに設備投資で内部留保の資
金が充てられたということですが，多くの場合
はいわゆる投資有価証券，子会社などの株式を
買うという形でわが国の企業はその内部留保を
使っているということです。もちろんひも付け
ではないのですけれども，バランスシートの右
と左を見比べると，そういうことになっている
ということなので，住宅ローンを借りて，自己
資金も使って家を買うというアナロジーが一見
するとつながらないように見えるかもしれませ
んが，バランスシートの関係からすれば全く同
じことで，無駄に内部留保がため込まれている
わけではないのです。
ただし，先ほど國枝先生のお話にあったよう

に，コーポレートガバナンスの問題というのが
あると思います。内部留保という資金調達手段
を使って有効な投資が行われたのか，設備投資
であれ，人的投資であれ，株式を買う，投資有
価証券を買うということであれ，それらを全部
含めた意味の投資が有効であるのかどうか，と
いうことは厳しく問われてしかるべきだという

意味では内部留保が有効に活用されているのか，
収益を生んでいるのか，というという問い掛け
の方がむしろ議論としては健全であると思いま
す。法人税減税の恩恵を受けた企業もあるわけ
ですが，その減税を受けた企業が仮に内部留保
を増やしていたとしても，別に増やしたという
こと自体に目くじらを立てるということではな
くて，それによってさらなる収益アップにつな
がったかどうかというところを見極めるという
ようなところなのかなと思います。

―――――――――――――――――――――
（小澤） ありがとうございました。それでは，
次に駒村先生の報告に対しまして大森先生，國
枝先生から質問をお願いしたいと思います。
―――――――――――――――――――――

〔公的年金に対する対応策〕
（大森） 先ほどの駒村先生のご報告の中で，
これからさらに寿命が延びていき，年金の保険
料の払い込み期間と受給期間が限りなく近づい
ていくという大変な状況になるということをお
っしゃっていました。そういう中で公的年金の
受給開始年齢を遅らせるという政策選択は避け
られないのかなとも思いますが，定年が６０歳と
いう今日，これからどういう対応策を取るべき
か，お考えをお聞かせいただけたらと思います。
―――――――――――――――――――――

〔最低保障年金〕
（國枝） 私の方からは，高齢者関連ですと老
後破産の問題がよくメディアとかで指摘されて
いるわけで，まさに低所得者への配慮が必要な
のはご指摘のとおりだと思います。私は生活保
護を専門にしておりますが，生活保護の方でも
駒村先生からご指摘があったように，実は高齢
者が本当に増えています。今後，さらに貧困状
態の高齢者が増加すると，生活保護のみで，貧
困状態の高齢者を支えていくというのは無理が
あるということになります。財源のことを考え
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ると夢かもしれませんけれども，本当であれば
今の基礎年金だけではなくて，税財源を確保し
た上での最低保障年金みたいなものが必要にな
ってくるのではないかと思いますけれども，い
かがお考えでしょうか。

―――――――――――――――――――――
〔高齢者の雇用〕
（駒村） ありがとうございます。高齢者の雇
用についてですけれども，人事の歴史をずっと
さかのぼって見てみると，どの時代でも成人し
た人というのは５０歳，６０歳まで生きていた時代
が続いたわけで，福祉国家以前，工業化社会以
前はほとんどの人が死ぬぎりぎりまで働いてい
たわけです。高齢者の定義というのを見直さな
ければいけない。われわれの社会では７０歳以上
である。７０歳以上まで働くのは当たり前ですし，
現実にはその能力がある。健康面でも，知能面
でも日本の５０代から６０代の人の知能，判断能力
というのは他のOECD各国の４５歳ぐらいと相
当する能力があるという研究もあるわけです。
そういう意味では本人の能力というよりは，

企業や社会の組織の構造の方に問題があるわけ
です。しかもちょうどいいことに労働人口が不
足してくるわけですから，高齢者の本来活躍す
べき条件はそろっているというわけで，企業や
人事の構成を変えれば機会はいくらでもあると
思います。大学の教員でも最先端の研究をいつ
までもやることはできないと思いますけれど
も，６０歳を過ぎたら基礎的教育の方に動くとか，
市民講座の方を中心にやるとか，通信の方を中
心にやるとか，朝早い時間をやるとか，土日に
出てくるとか，いろいろなパターンがあるかと
思いますけれども，補完環境は十分あるのでは
ないかと思います。

〔年金の仕組みの見直し〕
もう１つの方で，國枝先生の最低保障に関す

る議論ですけれども，やはり８５年体制の年金の
仕組みというのがそろそろかなりぼろが出てき

ているのではないか。基礎年金がかなり傷んで
いる。その基礎年金が高所得者の年金の国庫負
担２分の１まで賄っている。本当にこんなもの
は必要なのか。基礎年金，国民年金を全面的に
見直すということです。それは生活保護とも一
体的に見直すという大きな話になれば，最低保
障の役割を果たす年金となります。ただ，財源
状況を考えると，あまり大きなものにはならな
いのではないかなと思います。
或いは，少し抑えめにやるとするならば，低

所得の高齢者に限定した家賃補助みたいな住宅
手当てみたいなもの，住宅の形成が特に団塊ジ
ュニアのところでかなり遅れていたり，劣化し
ています。一方で空き家なんかもあるわけです
から，家賃補助みたいなものを使うという形で
住宅費を補助してあげるという形で生活費の一
部を低所得者に限定して支援するということも
あるのかなと思います。低所得者支援を大きい
方でいくのか，小さい方でいくのか。ただ，い
ずれにしても団塊の世代の後に団塊ジュニアが
あと２０年もたてば６０歳に突入して，この世代は
非正規労働者の率も高いわけですので，この辺
も視野に入れた改革を行わなければいけないわ
けです。
年金改革というのは１年や２年でできるもの

ではなくて，やってから効果が出てくるまで１０
年とか，２０年とかかかりますから，早めに早め
に将来の年齢構成や所得分布を頭に入れた，或
いは今の現役世代が年金の構成はどうなってい
るのか。ちゃんと年金保険料を払って，しかる
べき老後に年金がもらえるような構造になって
いるかどうかというとかなり怪しいと思います
ので，それも意識しておかないとまた後手に回
るのではないか。東京の真ん中がスラム化して
いくようなことは避けなければいけないのでは
ないかなと思います。以上です。

―――――――――――――――――――――
（小澤） ありがとうございました。それでは，
最後に，大森先生のご報告に対しまして駒村先
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生，土居先生から質問をお願いしたいと思いま
す。
―――――――――――――――――――――

〔予防医療〕
（駒村） 大森先生は今日ご報告がなかった部
分ですけれども，予防医療について言及されて
いるわけです。私も予防医療は賛成なのです。
医療経済学をやっている人間の中には「予防医
療をやっても寿命が延びるだけであって，生涯
の医療費は変化しないではないか。やっても無
駄だ」という話もあるのですけども，この辺を
どう考えておられるのか教えていただきたいな
と思います。以上です。
―――――――――――――――――――――

〔医療と介護の連携〕
（土居） 私からは医療と介護の連携というと
ころで質問させていただきたいと思います。確
かに医療と介護の連携は非常に重要で，特に６５
歳以上で，介護保険の要介護認定を受けること
ができて，介護サービスを受けるということに
なります。６５歳になって権利は生じますけれど
も，直ちに要介護になるというわけではなくて，
特に７５歳以上になってからますます要介護にな
る方の割合が増えてくるという対応関係だと思
います。
その中で自分の家で暮らしていて，だんだん

要介護度が上がっていく中で身体も虚弱になっ
てくると，場合によっては医療もきちんと適切
に受けないといけないという対応関係が出てく
ると思います。その中で医療と介護の連携は重
要です。さらには２０２５年には団塊世代の方々が
７５歳以上になって，住み慣れた地域で医療や介
護が受けられるようにという発想の下に地域包
括ケアシステムの構築ということも，残り１０年
を割っていますけれども，重要だということで，
それぞれの地域で取り組みが進んでいるという
状況であると思います。ただ，これまで国も医
療と介護の連携が重要だということで，医療側

の診療報酬，介護側の介護報酬もその連携を視
野に入れたような連携をやってきました。
それから，もう１つは，医療と介護のそれぞ

れの制度の見直しの時期がばらばらだったとい
うことで，それをうまく合わせられないかとい
う点です。医療の方は２年に１回診療報酬が改
定され，介護報酬は３年に１回介護報酬が見直
されるということで，２と３の最小公倍数であ
る６年に１回医療と介護はしっかり両者をにら
み合わせて見直しを進めていくということで，
次の来るべき６年に一度の機会というのは２０１８
年です。２０１８年にはさらに医療と介護がうまく
連携するような仕組みを作っていかなければい
けないという重要な議論をする時期であります。
その中で医療と介護の連携といえども，どう

いうふうに連携していくのかという話になりま
すと，例えば高齢者の方で淡の吸引が必要な方
に対して，今までは医師でなければ駄目だとい
う有資格者が限られていたけれども，介護職員
でもできるようにするとか，そういう大事では
あるものの，大きな変化を生み出すような話か
というと，現場の実地に根差した克服すべき点
を１つ１つ小さいことからこつこつとやるとい
うようなイメージがどうしても私にはあって，
もう少し医療と介護が誰の目から見ても１０年前
に比べて連携が深くなっているなと手に取るよ
うに実感できるような動きというのはあるのか
どうなのか。そこをお詳しい大森先生にお伺い
したいと思います。
―――――――――――――――――――――

〔医療・介護費の負担〕
（大森） ご質問ありがとうございます。まず
駒村先生のご質問に含まれた問題は，大変重要
な，ある意味深刻な問題かなと思います。私自
身は医療，介護に関して切迫した費用に関わる
問題があるということはよく理解しているので
すけれども，医療・介護制度の第一義的な目的
は，個人の厚生とか，社会的厚生の促進である
と考えています。
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予防医療は，医療費の節約だけではなくて，
病気をしたり，けがをしたりすることによる厚
生，幸福度の低下を防ぐ目的があると考えてい
ます。しかし，その一方で，駒村先生がおっし
ゃるように，実際に予防医療をやった結果，か
えって長生きして，かつ医療費も使うので，か
えって医療費が増えてしまいましたということ
が実際に起こるかを，データを蓄積して，実証
的に検証することも必要だと思います。私は医
療・介護費に関わる問題の本質は，費用の大き
さというよりも，費用を誰がどう負担していく
かという問題だと思うのですね。したがって，
駒村先生のご指摘になった医療費に関わる問題
は，究極のところ，誰がどう負担していくかと
いう問題として考えるべきだと考えております。

〔利用者のニーズに合った選択〕
それから，土居先生のご質問の「医療と介護

の連携」は，私が医療・介護の勉強を始めた１９９０
年代ぐらいからずっと議論されており，連携が
実際に促進されているかというご質問に対する
答えは，されているようで，十分にされていな
いというのが実際のところだと考えております。

この問題は，２つの側面から考える必要があり
ます。１つは私の報告の中でも触れさせていた
だきましたが，サービス受給者のサービスの選
択が難しくなっているということに関わりがあ
ります。つまり，高齢者になると，医療だけで
はなくて，介護の範疇に入ってくるものまでセ
ットで需要しなければいけない場合が増え，本
当に患者，利用者のニーズに合ったものを提供
できる仕組みが出来ているという意味での「医
療と介護の連携」ができているかという側面で
す。「医療と介護の連携」のもう１つの側面は，
財政的な問題ですね。年をとると共に，だんだ
ん，医療よりも介護の必要性が高くなってくる
と，医療保険から介護保険の方に財源を移して
いかなければいけないという話になるわけで，
そのあたりの連携は，保健医療計画と介護保険
事業計画の見直しが一致するチャンスにやるし
かないということなのかなと思います。
まず第１の，サービス選択の側面のお話から

いきます。私は介護保険の中でケアマネージ
ャーという仕組みは優れた仕組みだと思うので
す。介護を利用する段階になって，どういう介
護を受けたらいいかわからない時に，ケアマ
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ネージャーは，利用できる金額の範囲の中で，
利用者のためにサービスの組み合わせをしてく
れます。介護を超えて医療までということにな
ってくると，開業医の先生とケアマネージャー
の連携が取れている地域の人たちは非常に幸せ
だと思うのですが，実際は，制度的にケアマ
ネージャーと開業医の連携を保証するようには
なっていません。医療，介護の組み合わせの選
択を，医師がやるべきなのか，ケアマネージャー
がやるべきなのか。或いはセンターを設けて，
そこで組織的にやるべきかは，いろいろな政策
的選択肢があると思います。しかし，医療，介
護サービスの組み合わせの選択に対して助言を
する，実際に行う仕組みを全国的に導入してい
くということは必要だと考えています。

〔保険者の統合〕
第二の財政の側面について，核になるのは保

険者だと思います。今ちょうど公的医療保険に
関して保険者の統合の議論があります。被用者
保険，国民健康保険も併せて都道府県単位で統
合していく案がありますが，市町村が保険者に
なっている介護保険も都道府県単位で統合して，
両者で連携を図ることが考えられます。介護保
険でも，医療保険の方でも都道府県単位で保険
者を統合し，連携していけば，保険者が核にな
って，事務費用について規模の経済性を発揮し，
医療保険と介護保険の財源調整を図るなどして，
財政的な問題を解決する糸口になっていくので
はないかと考えます。ただし，この政策提案は，
あくまで私見ということで，財政経済研究会の
総意ではないことを申し述べておきます。以上
が，先生方のご質問に対する私の回答です。
―――――――――――――――――――――

おわりに

（小澤） ありがとうございました。実は非常
に時間が押してしまいまして，誠に申し訳ない
のですが，フロアとの間で質疑応答するための
時間を確保することができなくなってしまいま
した。ただ最後に，まとめの時間もあまりない
のですが，一言だけ申し上げておきたいことが
ございます。
２０１６年の参院選で自民・公明両党が改選過半
数の７０議席を獲得したということで，安倍首相
が衆参両院でより一層強固な政権基盤を築くこ
とになったわけです。これは財政・税制・社会
保障の抜本的な見直しを行う環境が，結果的に
整ったと見ることができるのではないでしょう
か。その意味で，例えば２０１９年１０月に予定され
ています消費増税に対しましては，あらためて
明確なコミットメントをしていただきたいと思
います。もう「新しい判断」とか，そういう話
はなしにしていただきたいのです。
それから，２つ目が社会保障についてですが，

十分な資産を持たない低所得者は除いて，国民
各層に応分の負担を求める。そして，給付の重
点化を図っていくといったこともぜひお願いし
たいと思います。これはもちろんある意味で国
民に痛みを強いるという側面もあるかとは思う
のですが，今のような確固たる政権基盤を築い
ている安倍首相でなければ，他の誰もできない
ということでもございますので，ぜひお願いし
たいと思います。
最後に，われわれは公正中立な立場から自由

に議論をさせていだたいてまいりました。そう
した環境をご提供いただきました日本租税研究
協会の皆様方に，改めて厚く御礼を申し上げた
いと思います。本日は本当にありがとうござい
ました（拍手）。
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討論会２ ９月１４日�・午後

東京大学大学院経済学研究科教授 林 正義
総務省自治税務局長 林﨑 理

日本製紙株式会社取締役執行役員 租研理事 藤森 博史
財務省主税局長 星野 次彦

岩﨑 政明

●参加者（五十音順）

税制改革を巡る現状と課題

討論中に言及されている資料は，巻末「資料編１頁～８３頁」に掲載されています。

司会 横浜国立大学大学院国際社会科学
研究院（法科大学院）教授
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はじめに

（岩﨑） ただ今ご紹介いただきました岩﨑政
明でございます。横浜国立大学の法科大学院で
租税法を担当しております。本日の司会を務め
させていただきます。どうぞよろしくお願いい
たします。
さて，世界経済の方は，新興経済国の経済の

減速やテロなどの影響を受けまして，不透明さ
を増していますが，国内経済の方は先ほど三木
繁光会長からのご挨拶にもありましたように，
企業業績の改善や雇用・所得環境の改善が見ら
れ，これに伴って税収も増えてまいりまして，
表面的には安定していると言うことができると
思います。
しかし，実質的には少子化による生産年齢人

口の減少や高齢化，社会資本の老朽化による問
題というのが顕在化していまして，これに対す
る歳出増加というのは変わらないため，中長期
的に見れば今後増加がますます見込まれている
財政需要を満たすために，税体系全般にわたる
オーバーホールが進められつつあるところでご
ざいます。
また，国際課税におきましても，各国の租税

法制の違いを利用した経済取引や資本移動のゆ
がみを何とか阻止するという目的から，租税回
避防止策やBEPSプロジェクトによる新しい
税制モデルの構築など，制度・執行両面にわた
る新しい取り組みが進められつつあるところで
ございます。
本日は，このような税財政の構造変革期にお

ける現在の取り組み状況につきまして，財務省
主税局の星野次彦局長，そして総務省自治税務
局の林﨑理局長をお迎えしてご説明いただき，
これに対しまして，財政学の専門的立場からは
林正義教授に，また企業活動の実務的立場から
は藤森博史取締役に，それぞれご意見を開陳し
ていただきまして，討論をさせていただこうと
思います。

進行に当たりましては，前半と後半に分けて
進めさせていただきます。前半は，国の税財政
につきまして，星野主税局長からご説明いただ
いた上で，これに対する討議を行わせていただ
きます。その後，後半において林﨑自治税務局
長にご説明いただき，これを基に討論させてい
ただくというふうに執り行わせていただきたい
と思います。
それでは，早速，国の税財政に関する中長期

的な課題と現下の問題解決の方策につきまして，
星野主税局長からご説明いただきたいと思いま
す。
―――――――――――――――――――――

Ⅰ．税・財政の現状と課題

（星野） ご紹介いただきました主税局長の星
野でございます。どうぞよろしくお願いいたし
ます。あらためまして，租研の関係の皆様にお
かれましては，日頃より税制，また税務行政に
つきまして，多大なるご理解ご支援を頂いてい
るところでございます。また，毎年高い見地か
らご提言も頂いていまして，あらためまして，
この場で厚く御礼を申し上げたいと思います。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
それでは，まず，私から国税の関連のトピッ

クス，また今後の課題について，概括を申し上
げたいと思います。お手元の資料「税・財政の
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現状と課題」と書かれています資料をお開きい
ただきたいと思います。

１．未来への投資を実現する経済対策

まず，消費税率の１０％への引上げ延期の判断
の話，８月２日に取られました経済対策，これ
を柱とする最近の経済運営について，簡単に申
し述べたいと思います。資料①及び資料②でご
ざいます。
資料①は，６月１日の総理の会見でございま

す。総理は，この中で最近の日本経済にとって
のリスクの発生，サミットでの各国リーダーた
ちとの認識の共有ということに触れながら，内
需の腰折れのリスクがあり消費税率の引上げに
つきまして，延期すべきであるということを表
明されました。他方で，２０２０年度の財政健全化
目標については，しっかりと堅持するというこ
とで，そのためにぎりぎりのタイミングである
２０１９年１０月に消費税率を１０％へ引き上げること
とし，２年半の延期を表明されました。この表
明を受けて，翌日６月２日に骨太の方針２０１６を
閣議決定し，正式に政府として延期を決めたと
いうことでございます。
こういった動きを受けまして，当面の経済運

営として，資料③～⑤ですが，「未来への投資
を実現する経済対策」ということで対策が決定
されたということでございます。アベノミクス
は，ご承知のとおり３本の矢，それに続く新３
本の矢ということでやってきているわけでござ
いますが，当初は世界経済も比較的経済環境が
良く視界も良好で，かなり確実な成果が上がっ
てきたわけでございます。しかしながら，今年
に入って世界経済がなかなか不透明な部分が増
えてきているというようなことをはじめといた
しまして，経済運営についてなかなか気を付け
てやっていかないといけないような状況の中，
アベノミクスをさらにバージョンアップと申し
ますか，いま一度経済運営を引き締めてやって
いくという意味で，この８月２日の経済対策が
とりまとめられたわけでございます。

もともと，金融政策・財政政策を行っていき
ながら民間活力を引き出して構造改革につなげ
るというのがアベノミクスの基本的なコンセプ
トでありました。他方，この経済対策において
は，この資料③，それから資料④にそのコンセ
プトを一応まとめて書いてありますが，金融，
財政，そして構造改革という３つの政策を一体
的に活用していこう，総動員していこうという
ことが明確に表に出ているということでござい
ます。
さらに，潜在成長力を向上させる構造改革，

例えば働き方改革などでございますが，こうし
た構造改革をきちんとやっていかないといけな
いということについて，相当強調されて書いて
あるわけであります。それから，未来への投資
ということで，当面の需要喚起にとどまらず，
民需主導の持続的な経済成長，一億総活躍社会
の着実な実現につながる，そういう施策に重点
化していこうということがうたわれているわけ
でございます。
そういったことを通じまして，成長と分配の

好循環を強化する，そのための構造改革等の推
進をしていくということでございます。
税制の関連で申し上げますと，資料⑤の一番

下に，「Ｖ．成長と分配の好循環を強化するた
めの構造改革等の推進」という項目がありまし
て，その中で税制等の構造改革を引き続き行っ
ていくということで位置付けられてございます。
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こういった経済対策を行う中で，今後の財政
の関連で申し上げますと，資料⑥でございます
が，内閣府の試算といたしまして，中長期試算
が出されています。これは，毎年出しています
中長期の試算の改定を７月に行ったものでござ
います。これによりますと，２０１５年度の経済・
財政再生計画上の PBの半減目標自体は達成が
可能ということでございますが，２０２０年度に向
けては，経済再生ケース，これはかなり順調に
経済運営がいった場合，具体的には２０１８～２４年
平均で名目３．７％，実質２．２％という高い成長を
持続していく場合であっても，２０２０年度に国・
地方で５．５兆円ほどの PB赤字，黒字達成に足
りないということです。つまり，対GDP比で
１％程度の赤字が見込まれるということでござ
います。
従って，これをどう達成していくかというこ

とが，非常に重い課題でございます。冒頭，三
木会長からも財政の現状についてお触れになっ
ておられましたが，財政の状況については極め
て厳しい状況が続くということです。当面は，
社会保障等を中心として歳出における改革の努
力を続けていくということと，経済運営をとに
かくうまくやっていくということで，２０１９年１０
月の消費税率の引上げが確実にできるような経
済環境を整えていくということです。いずれに
しても，構造改革をすることによって足腰を強
くしていかないことには，消費税率の引上げを
含む負担増に，経済も含めて耐える力がどこま
で持てるかということですから，そういった経
済運営を着実に行っていくということが極めて
重要だと認識しています。

２．税収の状況

今見ていただいた中長期試算の関連で，税収
について，この機会に見ていただきます。資料
⑦以下が税収でございます。
資料⑦をご覧いただきますと，リーマンショ

ック後２００９年度をボトムとして，税収は安定的
に増えてきています。リーマンショックからの

回復の過程及び安倍政権になってからの経済運
営が順調にいったということも含めて，税収自
体は見ていただいているとおり，かなり順調に
増えてきています。もちろん消費税率引上げに
よる税収の増加もありますが，例えば税目別に
見てみますと，所得税については給与が伸びて
いること，それから法人の収益が好調だったこ
とによる配当収入の伸びなどによりまして，比
較的順調に伸びています。
それから，法人税ですが，これも景気回復局

面で，例えば繰越欠損が剥落していったこと，
それから赤字企業が黒字化したこと等々で，経
済成長を超えて法人税収がかなりジャンプアッ
プしたということもありまして，順調に伸びた
面がございます。
ただ，今後を展望いたしますと，先ほど申し

上げたように，相当好調な経済成長で順調に税
収が伸びていった場合にはこの青い棒で増えて
いきますが，成長をとにかく順調にやって税収
を増やさないことには，なかなか歳入面では増
えていかないということではあります。
所得税自体は，仮に賃金が順調に伸びていけ

ばそれに応じ伸びていくということで，本来の
安定的な経済の巡航速度の下では，そういった
賃金が伸びることによって所得税が伸びていく
という形が望ましいと考えていますし，そうい
った形で税収が増えるということをなるべく結
び付けていきたいと考えています。
法人税については，先ほど申し上げた例えば

繰越欠損の剥落自体はほぼ一巡したような状況
になっていまして，今後は経済成長にほぼ比例
した形で税収が伸びていくであろうと。
また，消費税についても，そういう意味では

成長率と税収との関係，いわゆる税収弾性値は
ほぼ１ぐらいであろうと考えていまして，成長
以上に税収が大幅に伸びていくという局面は，
これまで安定的に成長してきた下においてはあ
まりないだろうと見ています。そういう意味で
も，安定的な経済成長をちゃんと確保していく
ということが重要だろうと考えています。
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全体の話は以上としまして，消費税の話に入
らせていただきたいと思います。

３．消費税

資料⑬以降が消費税の話でございます。３点
ほど触れたいと思います。
１つは，先ほど申し上げたとおり消費税率の

引上げが延期になったわけですが，今年の３月
に成立した税法でもって，消費税の軽減税率制
度等の枠組みが決められているということであ
ります。資料⑮以降，資料⑯，⑰と軽減税率制
度の概要や対象品目，あとはインボイス制度の
概要について，資料を付けさせていただいてい
ます。先の通常国会でいろいろな議論を経た上
で，この軽減税率制度，インボイス制度も含め
て，消費税の骨格が固まったということだと思
います。これまでも，例えば軽減税率につきま
してはいろいろな議論があって，給付制度との
比較の中で，逆進性対策や低所得者の対策とし
てどちらが優れているかといったような議論が
いろいろと行われてきたわけでありますが，国
会の議論及び政治的な判断も含めて，日々の生
活において幅広い消費者が消費・利活用してい
る商品の消費税負担を直接軽減するということ
によって，消費税の逆進性を緩和しながら，買
い物の都度痛税感の緩和を実感できるという軽
減税率の利点が特に重要であると判断して，導
入が決定されたということでありまして，その
点はご理解いただきたいと思っています。
ヨーロッパ型のインボイス制度の導入をされ

たことも併せまして，消費税が国民各層に今後
さらに受け入れられていくための制度の骨格が，
全体セットで用意されたということで，今後の
消費税の制度自体を国会で用意されたものを前
提として，いろいろ考えていくということにな
っているのだと受け止めています。
その上で，第２点目として，今後２年半軽減

税率の導入までの期間がさらにできたというこ
とでございますが，制度の周知徹底ですとか事
業者の相談体制でございますとか，そういった

対応を丁寧に行っていくということが必要だと
考えています。中小の小売事業者等が複数税率
に対応するために，例えば必要なレジの導入で
すとかシステムの改修などに対する資金的な支
援といったものも用意しています。また，法律
の中でも，軽減税率の導入に伴う混乱が生じな
いよう万全の準備を進めるために，政府に必要
な体制を整備するということです。それから，
事業者の準備状況等を検証しながら，軽減税率
の円滑な導入及び運用に資するための必要な対
応を行うということが，法律に明記されている
ところでございます。そういうことも含めて，
今後は決まった消費税の制度が円滑に実施・定
着していくように，当局としては対応していき
たいと考えています。
その上で，資料⑬～⑭ですが，この秋に開か

れます臨時国会に消費税率の引上げ時期変更法
案を提出するということで，主税局として準備
を進めているところでございます。中身は，今
申し上げた資料⑬－１，⑬－２ですが，先ほど
ご説明した軽減税率ですとかインボイス制度，
この制度の枠組みはそっくりそのまま維持する
という形で，導入時期を２年半延期するという
法案を出す準備をしています。
１点だけ中身として違う点は，２年半の準備

期間ができたということで，大規模事業者につ
いてはシステム対応等が可能であろうという判
断から，大規模事業者の税額計算の特例につい
ては，措置をしないということにしています。
この点は，これまでの法律と違うところでござ
います。その他のここに載っている消費税のさ
まざまな措置ですとか財源の手当てでございま
すとか駆け込み反動減対策に伴う措置等につい
ては，基本的に２年半平行移動するということ
で，この臨時国会に法案を出していくというこ
とでございます。

４．税制の構造改革

次に，税制の構造改革ということで，個人所
得課税改革の話をご説明したいと思います。そ
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の前提といたしまして，最近の税制改正につい
て，今の政権ができて以降主な改正事項が何だ
ったかという話と，それから平成６年の税制改
革以降の主な改正についてまとめてあるのが，
資料⑲，⑳であります。
資料⑲につきまして，大きく３点ほど申し上

げたいと思います。
１つ目は，最近の改正はデフレ脱却・経済再

生という政策的な軸でいろいろな措置を取って
きたわけですが，そこから構造改革を促すとい
う抜本改革の方にシフトしてきているというこ
とであります。これ自体は，先ほどの経済対策
のところでも，構造改革に対する取組がかなり
前面に出てきているということを申し上げまし
たが，そういった問題意識に相通ずるものでも
あります。構造改革を促すものにシフトしてき
ているということですが，安倍政権ができた直
後はデフレ脱却・経済再生のために相当軸足を
置いていまして，例えば，企業や，個人，お年
寄りが持っておられる資金，そういったものを
なるべく動かしていくということでした。例え
ば，企業で言えば賃金や設備投資，それから年
配の方から若い世代へ資金をシフトさせるとい
うところにも注力していろいろな措置を取って
まいりました。それ自体，これまでにないよう
な税制措置も，アベノミクス税制ということで
取ってきたわけでありますが，それでもってあ
る程度デフレ脱却のてこ入れをしつつ，徐々に，
例えば法人税で言えば，後ほど申し上げますが，
成長志向の法人税改革ということで，なるべく
企業行動を移し替えていってもらうというよう
な観点から，制度改正に取り組んでいくという
方向に変わってきているということであります。
それから，第２点目としては，経済社会の大

きな変化がこの四半世紀に起きているというこ
とです。これ自体，今回の税制のオーバーホー
ルの背景になっているわけでございますが，そ
ういった中で個人所得課税ですとか資産課税の
改革がやや遅れ気味で，ある意味でやや古い制
度が残っているということを踏まえて，改革を

行っていく必要があるという認識を持っている
ということでございます。
３点目としては，グローバル化への対応です。

これが必然になってきているということが，こ
の全体の流れを見ながら指摘できると考えてい
ます。
この秋以降，今後の税の関係の大きな政策課

題といたしましては，個人所得課税の改革があ
るわけでございます。資料㉑以下，この関係の
資料を付けていますが，資料㉑～㉕がこの関連
の政府や党における決定文等を載せています。
昨年の骨太が資料㉑，㉒でございますが，この
個人所得課税の改革の話は，まずここに明確に
位置付けられたということでございます。資料
㉑の下線の部分を見ていただきますと，持続的
な経済成長を維持・促進するとともに，経済成
長を阻害しない安定的な税収基盤を構築すると
いう観点から，税体系全般にわたるオーバー
ホールを進めるということをうたっています。
将来の成長の担い手である若い世代に光を当て
ることにより，経済成長の社会基盤を再構築す
るということでございます。また，一番下です
が，今後の改革の中心となる個人所得課税につ
いては，税収中立の考え方を基本として，総合
的かつ一体的に税負担構造の見直しを行うとい
うことであります。
次の資料㉒に，改革の基本方針が並んでいま

すが，このⅱとⅲとⅳの部分が所得税の関連で
ございます。３本の柱が提示されています。
１つが，低所得若年層・子育て世代の活力維

持と格差の固定化防止のための見直しというこ
とであります。それから２点目が，働き方・稼
ぎ方への中立性・公平性の確保です。３つ目が，
世代間・世代内の公平の確保です。こういった
３つの柱でもって検討していこうということが
去年の骨太のときに提示されたわけでございま
す。
この骨太の指摘を受けまして，政府税調の方

で去年の秋，この点についていろいろと議論い
たしました。資料32にあるのですが，政府税調
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で論点整理がなされているわけでございます。
この論点整理を行うに当たって，最近の経済社
会で起きた構造変化ですとか実際の世の中，実
像についてどういったことが変化しているかと
いうことについて，さまざまに取り上げられ議
論されたということでございます。
それがこの後資料㉖以下からいいろいろとグ

ラフ等が付いているわけでございます。
資料㉖がマクロ経済構造の変化ということで

すが，一番大きな話としては，１９９５年をピーク
といたしまして，生産年齢人口が減少トレンド
に入っています。要するに，働き手がどんどん
減っていくという社会に入ったということであ
ります。
それから，その右側を見ていただきますと，

賃金全体は，この平成７～２５年にかけて，マク
ロ的に見ると減少しています。一方で，働く世
代の負担に支えられて，年金給付は増えている
ということです。その結果，可処分所得は下支
えされています。それから，貯蓄は，以前はフ
ローでかなり行われていたのが，今はほぼとん
とんか取り崩しというような状況に変わってき
ていて，可処分所得の下支えと貯蓄をしなくな
ったということでもって，家計消費が維持され
安定的に推移しています。全体としてそういう
構造に変化してきているというのが，マクロ的
に読み取れるかと思います。
生産年齢人口がどんどん減少している中にお

ける税制の公平性みたいなことを考えると，昔
は所得を稼ぐ働き手が増えていくわけですから，
その中で，例えば所得税について公平な税制に
していくということでもって税制の公平性みた
いなものは担保されたのだと思います。しかし，
これが９５年以降，働き手が減っていく中にあっ
ては，なかなか所得税だけでは公平性が達成さ
れません。むしろ消費税を中心とするような税
体系にシフトしていかないと，税全体としては
公平性が保てないというようなことが言えるの
ではないかと思います。また，例えば法人だと
か個人の働き手，所得税に過度な負担をかけて

いくことがいいことなのかどうなのかといった
ようなことも，恐らく議論になるのではないか
と思っています。こういった全体のマクロ経済
構造の変化みたいなものが，やはり税制を考え
ていく背景として重要だと考えています。
その次の資料㉗は人口構造の変化です。これ

も，今申し上げた９５年の生産年齢人口のピーク
の前後でトレンドを見てみますと，例えば未婚
化ですとか晩婚化・晩産化の傾向が，９５年を境
に傾向に拍車がかかっているということが，
カーブの傾きでわかるかなということでござい
ます。
それから，資料㉘は家族の変化ということで

す。それまで一番中心，数が多かった夫婦と子
どもの世帯から，１人世帯とか夫婦のみの世帯
がむしろ増えてきていて，その隣を見ていただ
きますと，専業主婦世帯よりも今や共働き世帯
の方が上回っています。９５年ぐらいを境に２つ
のグラフがクロスしているのが見ていただける
と思います。これも，例えば税制で言うと，夫
婦・子ども２人で奥さんが専業主婦というよう
ないわゆるモデル世帯を前提とするような制度
から，念頭に置かなくてはいけないような家族
像というものが大きく変わってきているという
ようなことが見て取れるわけでございます。
それから，資料㉙は働き方ということです。

よく言われますとおり，非正規雇用が大きく増
えています。お年寄りが増えているということ
も大きな要因ですが，若い世代においても非正
規雇用の割合・数が増加傾向にありますし，い
ったん非正規雇用になりますと年齢がある程度
進んでもなかなか賃金が伸びないというような
傾向に陥ってしまうというようなことが見て取
れます。
それから，最近，サラリーマンから転職する

ことなどで，いわゆる雇用的自営，１人親方み
たいな方の割合が増加しているというようなこ
とも見て取れるわけであります。
そういった中で，ここ２０年ぐらいの変化を取

ってみると，若年世帯の収入が全体的に低下し
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ていますし，現役世代がネットの負担超になっ
ているというようなことが，見て取れるという
ことでございます。
抜本的な税制改革以降の四半世紀間で見ます

と，低所得層における負担の増加及び中堅所得
層以上の負担の減少ということが起こっている
ということが，税と社会保障の負担を両方合せ
て見てみると見て取れるわけでございます。
こういったさまざまな実像の変化を踏まえた

上で，先ほど申し上げました政府税調では，論
点整理の中で幾つかの指摘を行っています。そ
れが資料32になります。今申し上げた経済社会
の構造変化を受けて，２つの基盤，生活基盤と
成長基盤が失われてきているという指摘をした
上で，若い世代に光を当てて，２つの基盤を再
構築することが求められているのだという指摘
がなされています。そうした問題意識に立って，
今後の税制や社会保障含めた関連する諸制度の
在り方を検討するに当たっては，３つの視点，
第１に安心して結婚し子どもを産み育てること
ができる生活基盤の確保を後押しすること，第
２として多様な人材が自らのライフスタイルや
ニーズに応じて働くことができ，その努力が報
われる社会環境を整備し，就労等を通じた社会
とのつながりの回復に寄与すること，それから
第３に年齢ではなく経済力を踏まえた再分配機
能を再構築することが重要だという認識が示さ
れています。
この資料32の一番右ですが，こういった認識

の下で今後の税制の在り方の検討に当たっては，
個人所得課税については３つの基本的な考え方
が視点としては重要です。第１に，結婚して子
どもを産み育てようとする若年層・低所得層に
配慮する観点からの所得控除方式の見直しです。
所得控除自体が所得水準の高い層に，より経済
的には恩恵が行くという点についてどう考える
のか，所得再分配の観点からこれを見直す必要
があるのではないかといった観点からの指摘が
なされています。
それから第２に，働き方の多様化や家族の

セーフティネット機能の低下を踏まえた人的控
除の重要性ということであります。これは，い
わゆる所得計算上の控除ということよりも，む
しろ基礎控除を中心とする人的控除の役割を高
めることによって，働き方の違いにより税制の
効き方が違ってくるということではなく，むし
ろ家族構成ですとか全体として幾ら稼いでいる
かといった事情に応じた負担調整を行っていっ
た方がいいのではないかといったような提言で
ございます。
それから第３に，老後の生活に備えるための

自助努力を支援する公平な制度の構築という指
摘がなされているわけであります。働き方，ラ
イフコースに影響されない公平な制度の構築を
念頭に，幅広く検討する必要があるのではない
かということでございます。また，併せて資産
課税につきましては，老後扶養の社会化の進展
を踏まえた遺産の社会還元というようなことに
ついて，指摘がなされているということでござ
います。
こういった論点整理を受けまして，政府税調

の委員の皆様をもう一度再任させていただきま
して，先週の金曜日９月９日から議論を再開し
ています。
その第１回の総会に安倍総理も来られまして，

ご挨拶・ご指示を頂いていまして，それを資料
33に付けさせていただいています。その中で，
総理は，今の政権の最大のチャレンジは働き方
改革であって，内閣としてこれに一丸となって
取り組みますということをおっしゃった上で，
今私から様々申し上げましたとおり，この四半
世紀にわが国の経済社会は人口構造，家族，働
き方といった面で大きく構造的に変化していて，
個人所得課税についてもこうした変化を踏まえ
て構造的な改革が求められていますという指摘
をされました。その上で，女性が就業調整する
ことを意識せずに働くことができるようにする
など，多様な働き方に中立的な仕組みを作って
いく必要があるということ，若い世代に光を当
て，安心して結婚し子どもを産み育てることが
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できる税制を目指していくことが大切であると
いう指摘をされています。個人所得課税の改革
を働き方改革とともに進めることによって，
人々がその能力を一層発揮できるようにするこ
とが重要であり，この具体化に向けた議論を，
政府税調において進めていただきたいというご
指示を頂いています。これを受けて，働き方改
革の議論もにらみながら，個人所得課税の議論
を政府税調で深めていくという，今まさにそう
いう局面になっているということでございます。
あと残りの時間で法人税の関係と国際課税の

関係を簡単に触れたいと思います。

５．成長志向の法人税改革

法人税につきましては，成長志向の法人税改
革ということで，資料42以降です。資料42は与
党の税制改正大綱の昨年出たものですが，ここ
に考え方が明確に示されています。課税ベース
を拡大しつつ税率を引き下げるということで，
全体をパッケージで行っているわけであります。
当初は法人実効税率２０％台への引下げを数年か
けて行っていく予定にしていたのですが，これ
を大幅に前倒しして，実質２年間で２９．７４％と
ほぼドイツ並みの税率水準に持っていくという
ことを決めて，法律改正したということでござ
います。
この法人税の議論は，いろいろと議論をする

過程で，例えば日本の法人の収益力が他の先進
国と比べてあまり強くないということですとか，
業態別に置かれている状況も違いますので，さ
まざまな租税の特別措置等々を使うということ
を通じて，実際の法人税の負担水準が業態別に
かなり差があることなどが明らかになりました。
グローバル化の中で業種・産業構造が多様化し
ていって，例えば製造業だけではなくて非製造
業ですとかサービス業にも配慮し，また新規参
入ということになりますと税率の高さも影響し
てくるというようなことで，基本的に税率を下
げ，また業態横断的な対応をしていくというこ
とで，課税ベースを広げることで今回の全体の

改革になっているということでございます。
資料42にそういった考え方が現れていますが，

特に今回の法人税改革を行うことで，この資料
の第１パラグラフの２行目ですが，「法人課税
をより広く負担を分かち合う構造へと改革し，
『稼ぐ力』のある企業等の税負担を軽減するこ
とにより，企業に対して，収益力拡大に向けた
前向きな投資や，継続的・積極的な賃上げが可
能な体質への転換を促す」という狙いが端的に
書かれているわけでございます。
それから，同じ資料の第３パラグラフですが，

「経済界には，法人実効税率「２０％台」の実現
を受けて，改革の趣旨を踏まえ，経済の『好循
環』の定着に向けて一層貢献するよう，強く求
める」ということで，企業に対して今回の法人
税改革の趣旨を踏まえて，企業側の取り組みを
期待・希望しているということが大綱の中にも
うたわれているということを申し上げたいと思
います。

６．国際課税

それから，国際課税についてです。これは資
料49以下，いわゆるBEPSプロジェクトを中
心とする取組についてです。最近，税の議論の
中で，国際課税の話が中心的な課題の１つにな
ってまいりました。昔は租研の大会でも，国際
課税の話というと，どちらかというと非常に専
門的な中身として，別の日に日程が設けられて
専門的な議論がなされるというイメージが強か
ったのですが，最近はこのような一般的な説明
の中でも国際課税の話が取り上げられるように
なってきていますし，税制，税務当局にとって
も中心的な課題になってきていると大きな変化
を感じるところでございます。
このBEPSプロジェクトは，ご案内のとお

り，グローバル化などによってビジネスモデル
が大きく変化している中で，各国税制や国際課
税ルールと企業の活動実態との間にずれが生じ
ていて，このずれを利用して多国籍企業が課税
逃れを行っているという問題意識から指摘がな
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されるようになり，そういった問題意識の下で
３つの観点，１点目として国際課税ルールを多
国籍企業の経済活動の実態に即したものにして
いく，２点目として各国政府や多国籍企業の透
明性を高めていく，３点目として企業の不確実
性を排除するといった観点から，国際課税ルー
ル全体の見直しを図ることを目的として，
OECDを中心として議論が行われてきたわけ
であります。
背景として，この資料50にBEPSプロジェ

クトの説明が書かれています。リーマンショッ
クの後，各国が国民負担を求める中で，そんな
中にあっても多額の利益を上げながら課税逃れ
をしている多国籍企業への批判がかなり強いも
のになって，G２０等でも重要問題の１つとして
議論されるようになりました。また，この春先，
パナマ文書の公開によって，例えば富裕層です
とか多国籍企業に対する課税逃れを中心とする
厳しい目が向けられることになり，このBEPS
プロジェクトへの注目度ですとか期待度という
ものがますます高まってきています。
日本は，G２０，G７をはじめ国際会議におい

て，例えば，安倍総理や麻生財務大臣が議論を
かなり主導されてきたということ，それから，
OECD租税委員会が実務的な議論を行ってき
ましたが，この租税委員会の議長を財務省の浅
川財務官が務めているということで，かなり各
国を先導して議論を引っ張ってきました。
OECD加盟国に加えて，OECD非加盟国です
がG２０メンバー国である８カ国も議論に参加し，
この議論の参加国がどんどん増えてきている状
況です。昨年１０月にBEPSプロジェクトの最
終報告書が公表されていますが，今後はこれを
受けて，BEPSプロジェクトの実施段階として，
その成果を各国で制度化し，各国が互いにその
実施状況をモニタリングしていくという段階に
なっています。そのために，今年６月に開催さ
れたOECD租税委員会の京都会合で，BEPS
プロジェクトの合意事項を実施に移すための
「BEPS包摂的枠組み」が立ち上げられていま

す。また，残された課題については継続検討し
ていくことになっております。それから，開発
途上国への税関連の技術支援なども含めまして，
幅広い国，国際機関が協調する場，プラットフ
ォームを立ち上げるというというようなことが
なされています。
税制的には，国内でこの最終報告書の内容を

受けて法制化を順次行っていく必要がございま
す。例えば，多国籍企業情報の報告制度の整備
などについては既に制度改正を行っていますが，
その他についてはこれから順次法制化を行って
いかなければなりません。資料51にBEPSプ
ロジェクトの最終報告書の概要が載っています
が，この中で，四角で囲んでいる行動３，４，８
～１０，１２については，今後法改正の要否も含め
て検討していくことを予定しています。特に行
動３「外国子会社合算税制の強化」につきまし
ては，２９年度税制改正での対応も含めて検討し
ているということで，今後これらの検討を要す
る項目について議論がさらに進んでいくと思っ
ています。
私からは以上でございます。ありがとうござ

います。

―――――――――――――――――――――
（岩﨑） ありがとうございました。それでは，
ただ今のご説明につきまして，まず林教授の方
からご意見をいただきたいと思います。
―――――――――――――――――――――

Ⅱ．財政・税制への意見

（林） 岩﨑先生，どうもありがとうございま
す。星野局長も，大変重要な論点に関して，わ
かりやすくご解説いただいてどうもありがとう
ございます。
私の方から，コメントなり，意見を申し上げ

たいと思います。前もってパワーポイントの資
料を準備しており，お手元に配布されていると
思いますが，時間の方が限られていますので，
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この資料をかいつまんだお話をさせていただく
ということで，ご了承願いたいと思います。
まず，議事の進行上，国税と地方税を分けて

議論するということになりますが，基本的に税
を考える場合は，国税も地方税も，プラス社会
保障支出もそうですが，やはり国と地方は不可
分の関係にありますから，本来ならば国と地方
のつながりを考えながら議論するのが重要と思
っています。また，税収や税目の関係ですが，
それぞれの税にはやはり利点と不利点というの
がございますので，税制のあり方を考える場合
には，それぞれを利点を生かして他の不利点を
補う形で，トータルとしての税制を考えなけれ
ばいけないと思います。とは申しますが，議論
の都合上，各税に関してそれぞれ論点をあげな
ければならないと思いますので，まず国税に関
しては消費税，所得税，法人税，そして，相続
税に関して，私なりの考え方を述べさせていた
だきたいと思います。何分学者の意見ですので，
実際の税務なり政治的な関係はある程度無視し
た発言をいたしますので，その点いろいろご教
授いただければと思います。

〔消費増税とその対応〕
まず消費税ですが，これについてはやはり何

らかの形での増税というのが必要だと思います。
しばしば十分な経済成長があれば必要な税収も
達成できるとの議論がありますが，そのような

税収の自然増のみによる公的債務の圧縮につい
ては，非常に慎重になるべきだと思います。
もう１つ消費税が重要だという根拠としては，

先ほどのお話にもありましたが，労働者人口が
急速に減少していくという問題があげられます。
４０～５０年後は，労働者の数が現在働いている労
働者の数の半分になってしまいます。その一方
で，多くのご高齢者がご健在でいらっしゃる状
況になります．これが非常に重要な論点で，飛
び火して他の論点に影響を与えると懸念されま
す。いずれにせよ，高齢化に伴う歳出が増加す
ると同時に勤労者の数が少なくなりますから，
所得税，特に勤労所得課税を当てにすることは
できなくなり，消費課税の比重が高まらざるを
得なくなると考えられます。
消費税の税率に関しては１０％の云々の議論が

ありますが，私的には当然１０％で収まるとは考
えていません。将来的にですが，やはり
１５％，２０％ぐらいまで視野に入れる必要がある
でしょう．そのような消費税増税を視野に入れ
て，それを補う形で他の税目を整備していくこ
とが重要になると思います。特に消費税率を上
げるとその分だけ全ての物の価格が上がるわけ
ですから，考え方を変えれば，稼いだ所得を一
生で全部消費するのならば，その所得に比例税
を課していることと等価になります．つまり，
消費税は比例所得税とみなすことができます。
ということは，消費税率が１５％，２０％になれば，
その分の比例所得税を低所得者にも課すことに
なりますから，それなりの低所得者に対する対
応も当然必要になってくるかなと思います。た
だし，その対策としては，政策当局者の方々の
前で言いにくいことですが，今回のように軽減
税率で対応するのではなくて，やはり給付を中
心とした低所得者対策が重要になると思います。

〔所得税改革〕
関連して所得税なのですが，先ほど消費税の

重点化ということを申し上げましたが，かと言
って，所得税や資産課税の役割がなくなるとい
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うことではないと思います。これもまた繰り返
しになりますが，やはり消費税は低所得者に厳
しいため，それを緩和する手段としても所得税
の再分配効果を高める必要があると思います。
これについては２つの方策があると思います。

今すぐできるものとできないものがあると思い
ますが，１つは給付付き税額控除です．これは
ちょっとハードルが高い政策変更と思えますが，
中長期的にはまじめに考えていく必要がある課
題です。特に消費税率が１５％，２０％ぐらいにな
る段階では，軽減税率ではなく，給付付き税額
控除を導入し，米国やイギリスのように労働促
進的な仕組みを入れるなり，あとはカナダ的な
低所得者に対する消費税の簡易的な還付を設け
る必要があるのかなと思います。
もう１つは短期的にできる施策と思っている

ものです。所得控除を税額控除に直すというの
はぜひ進めてもらいたいと思います。というの
も，所得税の税率が超過累進である場合には，
所得控除の恩恵は高所得者ほど大きくなります．
そこで高所得から低所得者へという再分配が必
要ということであるのならば，その税源のため
にも税額控除の方式は必要になると考えます。

〔生産性向上と法人税〕
法人税の議論もやはり労働者人口の減少とい

うのに大きく関係します。生産者年齢人口が少
なくなることは，労働投入量の減少を意味しま
すので，現在よりも多くの経済活動を達成・維
持するためには，他の生産投入量の投入量を増
加させ，かつ，生産性を高める必要があります。
特に企業活動の生産性を高める１つの手段は，
やはり，有効に民間投資を活用していただいて，
民間資本をどのように蓄積していくかというこ
とだと思います。
その手法の民間投資を誘発する有効な手段の

１つとしては，当然，法人税制を位置づけるこ
とができます。実際，今回の税制改革で法定税
率が引き下げられましたが，経済学的にも，法
定税率を引き下げることで，民間の投資を誘発

することを示すことができます．しかし．財政
状況が非常に厳しいなか．法人所得課税からの
税収中立を前提にしてしまうと，今回のように，
加速度償却や投資税額控除等の他の投資促進の
ための手段を犠牲にする必要があります．ここ
で民間投資を誘発するためには法定税率を下げ
るのがいいか，もしくは加速度償却や投資税額
控除を充実させるのがいいかという点について
は，慎重に考える必要があると思います。と言
いますのも，法定税率を下げるというのは，全
ての企業に等しく下がるわけですが，特定の産
業を戦略的に重点化するというのであれば，選
択的に加速度償却や投資税額控除をうまく組み
立てるというのが，経済学的には有効な方法で
はないかなと思っています。これが法人税に関
する意見です。

〔高齢化と相続税〕
最後に，局長のお話にはあまり出てきません

でしたが，資産課税と相続税ということで私の
意見を締めくくらせていただきたいと思います。
やはり高齢化が進むと，言いにくい話ですが，

当然死亡数が増えるわけです。その一方で少子
化が進んでいますから，相続の件数は増えるの
ですが，相続を受ける人の数は少なくなります。
この結果，そもそも資産の分布には偏りがある
ところ，相続を通じた富の偏在が更に進む可能
性が危惧されるのではないでしょうか。その一
方で，相続数が増えるということは，相続税を
有力な財源として位置づけることが可能になる
というもの事実でしょう。今回，相続税の控除
が引き下げられ，増税されたのですが，やはり
相続というのは自分の努力によらず外から降っ
てくるものですから，そういった資産なり富の
移転に対する課税は，更に増税する方向でもう
少し積極的に考える必要があると思います。有
名な議論では，伊藤元重先生や吉川洋先生も主
張されていることですが，自分で稼いだ所得の
うち消費できなかった部分は消費税が課せられ
ていないので，死亡時にはその部分にも消費税
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率と同じ税率で課税してもいいのではないかと
いう議論があります。先生方は「死亡消費税」
や「今までありがとう税」というような呼び方
をされているのですが，そのような税は相続税
の１種として富の不平等を是正するという効果
もあります．このような観点から相続時の課税
を考え，新たな財源にするのも一案かと思いま
す。
時間が少し超過しましたが，よろしくお願い

いたします。

―――――――――――――――――――――
（岩﨑） ありがとうございました。引き続き
まして，経済界からのご意見として，藤森様か
らご意見をいただきます。
―――――――――――――――――――――

（藤森） 日本製紙の藤森でございます。よろ
しくお願いいたします。財務省の星野様，充実
した資料を基にしまして，財政・税制改革の現
状と課題，それから今後のスケジュール感も併
せてわかりやすくご説明いただき，ありがとう
ございました。私からは，企業側の立場からコ
メントさせていただきます。

〔財政の健全化〕
まず総論ですが，財政の健全化についてです。

ご説明がございました７月に出ました内閣府の
中長期の財政試算についてです。これは黒字化
を目指すということでしたが，２０２０年でも国と
地方の基礎的財政支出は５．５兆円の赤字がなお
残るという見通しです。これはご説明のありま
したように経済再生ケースを前提にして算定し
ています。これで算定しましてもなかなか黒字
に転換してこないというのが今の見込みでござ
います。これに対しましては，２０１６年の骨太方
針では，さらに歳出の改革，歳入の改革，この
両面に取り組みまして，経済財政一体改革を着
実に推進させることにより，２０２０年度の基礎的
財政収支の黒字化を実現させるという目標にな

っています。ですが，ここでも前提が経済再生
ケースになっていますので，問題ではないかと
思われます。経済成長は足元の実績をベースと
した実現可能な成長率にするというのは，民間
の試算であればよくやっているわけですが，こ
のような現実に合わせまして，より厳しい経済，
財政の計画を策定する必要があると考えます。
今後とも社会保障費をはじめとした歳出の思

いきった抑制ですとか個人所得税，消費税を中
心としました新たな税制の見直しなど，引き続
き財政健全化に向けた財政の歳入・歳出の改革
を進める必要があると考えます。
２０２０年のプライマリーバランス黒字化は，財
政規律としてぜひとも達成すべき，堅持すべき
ものだと考えます。なお，経済成長と財政再建
という２つの課題の解決ですが，経済が先，財
政が後ということではないと思います。これは
同時並行的に進められなければならないと考え
ます。現在，家計の消費を鈍らせていますのは，
将来の生活に対する不安の要素が大きく，これ
で消費が拡大しないということと，企業側から
言いますと，将来の不確実性がありますから，
なかなか将来の需要も読めないというようなこ
とで，投資も鈍ってしまいます。成長戦略を推
し進める中で，景気の動向に拘らず財政再建を
実施していくということが将来の不確実性を減
少させることになり，これによりまして需要を
喚起させることにもつながると考えます。
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〔税制改革全般〕
次に，税制改革全般の話です。経済社会の構

造が大きく変化してきています。１つは，産業
経済のグローバル化を背景にしまして，従来あ
りました年功賃金，それから終身雇用の正社員
をベースとするという日本型の雇用システムは
もう維持できなくなっています。それから，若
い世代におきましては，非正規雇用の拡大，女
性や高齢者の就労の拡大，正規雇用の多様化，
転職機会の増加等，働き方が多様化しています。
このような社会構造の変化にマッチするように，
中長期的な視点から税制全般にわたっての見直
しが必要であると思われます。
既に法人税・消費税の課税につきましては，

大きな改革の方向性が示されています。現行の
経済活性化の政策，それから財政健全化の両方
を同時並行で目指さなければならないという状
況の下では，歳入増加に向けましては，主に個
人所得課税，それから消費税の増税を中心とし
た長期的な見直しによりまして，税収増を生み
出す制度に組み直さなければならないのではな
いかと思います。この点をお伺いしたいと思い
ます。

〔法人税〕
それでは，国税の各論です。まず１点目は，

法人税についてです。法人税改革ですが，これ
は日本の立地競争力の強化と日本企業の国際競
争力を高めることを目指すものです。ご説明が
ございましたように，課税ベースの拡大と併せ
まして，実効税率の引下げによります成長志向
の法人税改革が進行しており，平成２８年度税制
改革では実効税率が２０％台まで引き下げられま
した。この点は，企業としては税制改革の決定
のスピードを含めまして，大いに評価できると
ころです。引き続き，日本の立地競争力の強化，
及び対日直接投資の促進を通じての経済活性化
のために，税率のみならず課税ベース等の他の
仕組みも含め，国際的に調和したイコールフッ
ティングな法人税制にしていく必要があると考

えます。この点につきましてもお伺いしたいと
思います。
次に，法人税の中の研究開発税制についてで

す。研究開発ですが，これはわが国がイノベー
ション立国としまして持続的に技術革新を生み
出し，世界の競合する他社に比べて優位な立場
を築いていくためには不可欠であります。イノ
ベーションは企業の付加価値を高めるための源
泉です。イノベーションによる新規需要の創出
や生産性の向上は，少子高齢化が進むわが国に
とりまして，今後も経済成長を継続していくた
めにはなくてはならないものです。特にわが国
では，組織別研究費の負担割合において民間企
業の占める割合が高くなっています。大学にお
けます産学連携と並行しまして，引き続き民間
が主体となって研究開発投資をリードしていく
ためには，恒久的なインセンティブが必要です。
研究開発を促進する税制に関しましては，経済
発展に不可欠なものとして重点的に本則化し，
さらに拡充する必要があるのではないでしょう
か。
また，日本再興戦略では，第４次産業革命を

実現する鍵はオープンイノベーションと人材に
あるとされています。オープンイノベーション
型の研究開発税制につきましては，企業の競争
力の源泉に関わる施策になりますので，さらに
企業が活用しやすいものとして，拡充する必要
があるのではないかと思われます。現行のオー
プンイノベーション型の税制は，少し要件が厳
しくて，十分に活用が進んでいないように思わ
れます。

〔消費税〕
２点目は消費税についてです。簡単にコメン

トいたします。持続可能な社会保障制度となる
ような安定財源の確保と財政健全化を目指すた
めには，消費税については税率１０％への引上げ
は確実に実施していただきたいと考えています。
それから，少子高齢化が急速に進行しますので，
受益と負担の大幅なアンバランスが今後さらに
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拡大し社会保障費が増加することを考慮します
と，中長期的に考えますと安定財源を確保する
という観点から消費税のさらなる引上げも視野
に入れなければならないと思われます。

〔所得税〕
次は，所得税についてです。個人所得課税に

つきましては，平成元年施行の消費税の創設を
含みます昭和６２年・６３年の抜本的な税制改革に
おきまして，負担の軽減を実施しました。さら
に平成６年の税制改革におきまして，中高所得
層を中心に，所得水準の上昇を伴う負担の累増
感を緩和するという観点から，税率構造につい
て大幅な累進緩和が行われました。近年，最高
税率の引上げですとか給与所得控除の漸次の引
下げ等によりまして，再分配機能は回復傾向に
ありますが，所得格差が拡大している現状にお
きましては，十分とは言えません。
昨今の，四半世紀というお話でしたが，若年

層・低所得層を取り巻く現状と経済社会の構造
変化を踏まえますと，個人所得課税につきまし
ては税収調達機能，それから所得再配分機能の
回復を図りまして，個々人の経済力に応じた公
平な負担を実現するための見直しが必要であり
ます。
今後，安定的な財源確保という観点から，基

幹税としての個人所得課税の公平性を経済社会
の構造変化に合せて再構築した上で，消費税の
増税とセットで公平・中立・簡素という観点か
ら検討していくことが望ましいと思われます。

〔国際課税〕
それから４点目は，国際課税についてです。

明日の討論会で活発な議論が行われるかと思い
ますが，企業側から一言コメントさせていただ
きます。
２０１５年の BEPSプロジェクトの成果を踏ま
えまして，今後各国が適宜法制化を行うという
項目があります。これは行動計画３「効率的な
CFCルールの構築」ですとか，行動計画１２「タ

ックス・プランニングの報告義務」です。それ
から，既に国内にあります既存の基準を改正す
るような項目もありまして，これが行動計画７
「恒久的施設認定の人為的回避の防止」ですと
か，それから行動計画８，９，１０につきまして
は移転価格税制に関わるところです。これらの
法制化に当たりましては，重要なところは租税
回避の防止ということはよくわかっております
が，その他に企業の競争力の維持・強化，この
観点も踏まえて多方面からの議論が必要だと考
えています。
そのためには，対象となる事象の実態を把握

いたしまして，適用した場合の企業側のコスト
とベネフィット，それから実務の簡便性に留意
して進めることが重要だと考えています。納税
義務者が制度を適用するに当たりまして，過度
に精緻な制度にならないような配慮が求められ
ると考えます。

〔環境問題と税制〕
それから最後に，環境問題と税制についてで

す。
１点目が地球温暖化対策税の抜本的な見直し

のお願いです。東日本大地震後，わが国では原
子力発電所の稼働停止に伴いまして，化石燃料
の輸入が増加し，産業用の電気料金が上昇し，
企業の国際競争力に大きな影響を与えています。
そのような状況の中，さらに地球温暖化対策税
というのはエネルギーコストにストレートに効
いてきますので，コスト上昇の要因にもなって
います。この地球温暖化対策税につきましては，
課税の廃止を含めまして，抜本的に見直す必要
があると思われます。
それから，環境関係の２点目です。グリーン

環境投資に関わる税制の維持・拡充についてで
す。グローバルな社会的要請としまして，地球
温暖化対応が当然のことのように求められてい
ます。各企業は，それぞれの事業を通じまして，
低炭素化に貢献する製品ですとかサービスを提
供しています。環境対応そのものが，今ビジネ
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スチャンスとして広がっています。地球温暖化
対策，それから環境改善及びその技術革新投資
に関わる税制ですが，これをぜひとも維持・拡
充していただきまして，新規事業の創設，それ
からさらなる省エネの推進，省エネ技術向上を
図りまして，環境対策に貢献するグリーン化措
置をさらに推進し，税の観点から後押しする必
要があると考えています。国税の関係につきま
しては以上です。

―――――――――――――――――――――
（岩﨑） ありがとうございました。それでは，
時間が結構経過しているので，申し訳ないので
すが，簡潔に答えられる限りで結構ですが，ご
回答いただければと思います。
―――――――――――――――――――――

（星野） ありがとうございます。林先生から
は，かなり税制の本質論も踏まえたご質問ご指
摘を頂きました。また，藤森取締役からは，実
務に根差したご指摘を幾つか頂きました。あり
がとうございます。

〔消費増税とその対応について〕
まず，林先生からのご質問でございます。軽

減税率の関係で，やはり給付付き税額控除も含
めて，給付を考えていくべきではないか，それ
から諸外国で行われている給付付き税額控除み
たいなことについて，どう考えるかといったよ
うなご質問を頂きました。やや説明がダブりま
すが，この軽減税率にするか，給付にするかと
いう話については，相当いろいろな議論があっ
て，幾分政治的な判断ということもあるわけで
ございますし，最終的には痛税感みたいなこと
を直接買い物をするときにどこまで感じるかと
いうことが決め手になっているというような面
もありました。経済学的に，また効率的にどう
かという議論があることは重々承知しています
が，そこは少なくともこの局面では軽減税率を
採用し，その中でインボイス制度なども含めて

制度構築を行っていくという方向で，なるべく
国民，あと事業者に受け入れやすいような制度
をとにかく考えていくことかなと思っています。
その他の国で行われている給付付き税額控除

ですが，これはこれでいろいろな目的，例えば
就労促進ですとか例えば子育てですとかいろい
ろな制度があるということは承知しています。
新たな制度を入れるときに，例えば，就労促進
の関係で言いますと，生活保護制度ですとかそ
の他の就労促進施策などとどういうふうに制度
の整理を行うのかといった話ですとか，執行上，
例えば所得に応じて給付を行う場合にその所得
を全体的にどう正しく把握するのかといったよ
うな，各国とも悩んでいる，直面している問題
もありますので，そういったことも含めて，制
度について考えていく必要があるのかなと考え
ています。

〔所得税改革について〕
それから，所得控除から税額控除を所得税改

革の中で考えていくのではないかということで
す。また，消費税が中心的な税の中で，それを
ある程度調整するための所得税の役割というご
指摘を頂きました。この点については，私ども
もそういう方向の議論かなと思っています。所
得控除から税額控除への転換につきましては，
今日ご紹介しました論点整理の中でも所得控除
方式が高所得層の税負担軽減効果が大きいとい
うことで，諸外国の例も参考にしながら控除方
式の在り方についてさらに議論を深めていく必
要があろうかと考えています。
それから，消費税が上がっていく中にあって，

所得税がそれを補完する意味で意義があるとい
うご指摘は，もっともなご指摘であろうかと思
います。そこは消費税と組み合わせて所得税の
意義というのをどういうふうに考えていくかと
いう論点は十分あると考えています。ただ，現
時点において今回やろうとしている個人所得課
税改革自体は，税収中立というか負担構造の見
直しをしていくというコンセプトの中で，ある
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意味キャップをはめてその中での負担の構造自
体を見ていこうということで，政府の中では税
収中立ということがうたわれていますので，当
面の政策課題としてはその枠内で議論していく
のかなと考えているということでございます。

〔法人税について〕
法人税につきまして，労働人口の減少の中で

生産性を高めるためには，税率の引下げよりも
租特の方が効率的ではないかというご指摘でご
ざいました。これも，ご指摘としては非常にわ
かります。法人税をめぐる議論は，税率なのか，
租特なのかということは昔から議論されている
ところでございます。一時は税率引下げよりも
そういった租特，償却制度の方が効くのではな
いかということでかなり重点的にやったという
こともあります。これも先ほど説明の中で申し
上げましたとおり，産業構造がかなり変わって
きており，投資を行うような製造業が重点的に
利用可能な制度というよりは，横断的にメリッ
トを受けるといった税制で企業努力を促してい
った方が，政策としては今の局面にいいのでは
ないかという判断で行っています。
ここの点については，政策論として両論ある

のだろうなということは重々承知していますが，
今回の法人税改革のコンセプト自体は，今日ご
説明を申し上げたところだということで，ご理
解いただければと思います。

〔相続税について〕
それから，相続税の活用ということでござい

ます。これは先生のご指摘のとおりかと思って
います。今後ある程度相続というものに財政負
担を求めていくとか，それから亡くなられたと
きにそれまでの消費税がかかっていない貯蓄に
回されていた分について死亡消費税なりありが
とう税ということで課税していくという考え方，
それ自体は考え方としてあることは承知してい
ます。現時点では，平成２５年の税制改正で相続
税の基礎控除を下げましたし，また最高税率の

引上げも行っていますので，そういった最近の
制度改正の影響もにらみ合わせながら，相続税
の今後の制度設計を考えていくのかなと考えて
いるところでございます。

〔税制改革全般について〕
藤森様から幾つかご指摘いただいた点でござ

います。まず個人所得課税と消費税の増税の両
方を行って税収増を生み出すべきだというご指
摘でございます。財政についてのご指摘ご見識
につきましては，本当に逆にこちらが励まされ
ているなと感じました。消費税について，今後
経済環境を整えながら，まずは１０％への引上げ
に向けた環境整備を行っていくのかなと考えて
います。また，個人所得課税については，繰り
返しになりますが，税収中立の下で負担構造の
再構築ということを考えていきたいと考えてい
ます。

〔法人税について〕
法人税の関係で税率のみならず，課税ベース

の仕組みも含めて国際的に調和したイコールフ
ッティングな税制というご指摘もございました。
これも，法人税を考えていく上では，国際的な
イコールフッティングということは常に念頭に
置いて考えていかなくてはいけないと考えてい
ます。そういったことは肝に銘じながら，今，
実際に置かれている日本企業の収益性ですとか
産業構造の変化の中でどういった税制を施行す
るのがいいかということをかなり議論した上で，
今回の法人税改革を行っているということでご
ざいます。
研究開発税制でオープンイノベーション型み

たいなものの要件が多少厳しいというようなこ
とも含めましてご指摘いただいたところでござ
います。問題意識自体は藤森様のご指摘とかな
り共通した部分がございますし，そういった認
識を持っているが故に，２７年度の税制改正では
オープンイノベーションを推進する観点から，
支援の重点を共同研究などの質の高い研究開発
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にシフトしているということでございます。日
本の研究開発税制は総額型を中心とした制度に
なっていまして，そういう意味では民間企業が
研究開発投資の主力を担っています。今後の経
済発展にとっても研究開発が非常に重要だとい
う認識で，諸外国と比べても遜色ないか，それ
を上回るような研究開発税制を取っているとこ
ろでございまして，今の税制も踏まえながら，
どういったことが今後考えられるか，また今の
制度を利用して研究開発についてはなるべく積
極的に取り組んでいっていただきたいというの
が当局の願いでございます。

〔消費税について〕
それから，消費税のさらなる引上げの議論は，

こちらに対する励ましのお言葉だと受け止めて
います。

〔所得税について〕
個人所得課税につきまして，最高税率の見直

し，あと給与所得控除の引下げ等々の議論をお
っしゃられました。個人所得課税についても，
確かに基幹税の１つとして考えていく必要があ
ろうかと思います。ご指摘のような視点は失わ
ないようにしないといけないと考えていますが，
近年の改正で最高税率の見直し，給与所得控除
の引下げは行ってきているところでございます。
まだまだ十分ではないというご議論もあるかと
思いますが，そういった改正を踏まえた上で，
今回の個人所得課税の改革の議論についてさら
にどうしていくかということを模索してまいり
たいと考えています。

〔国際課税について〕
BEPS プロジェクトについて，多方面からの

議論が必要で，企業側のコストですとかベネフ
ィット，簡便性ということにきちんと配意すべ
きだというご指摘がございました。この点につ
いても，そのとおりだと考えています。今後具
体的な制度設計の議論が行われることになるわ

けですが，そういった面も十分配慮しながら，
実際の制度をどのように構築するのかというこ
とについて，さらに議論を進めていきたいと思
います。

〔環境問題と税制について〕
地球温暖化の関係で地球温暖化対策税につい

てのご指摘がございました。これ自体は地球温
暖化対策のための課税の特例ということで，広
く薄く負担を求めるということで導入されたと
ころでございまして，引き続きCO２排出削減
抑制のための諸施策を推進していく必要がござ
います。負担の問題等々あるかと思いますが，
なかなか課税の廃止を行うことは難しいのでは
ないかと考えています。
地球環境の関係のさまざまなグリーン化の措

置ですとか技術開発等に関する税制の後押しの
ご指摘がございました。この点につきましては，
租特をどこまでやるのか，必要なものに限定し
ていく必要があるという議論も昨今非常に強い
という中にあって，租特の見直しも順次進めて
いますので，そういった状況も見ながら，また
利用状況も踏まえながら，環境対策に対してど
のようにアプローチしていくのかということは，
今後検討してまいりたいと考えています。
以上です。

―――――――――――――――――――――
（岩﨑） ありがとうございました。それでは，
国税に関する議論はいったんこれで切り上げさ
せていただきます。
続きまして，地方の税財政の現状と課題につ

きまして，林﨑自治税務局長からご説明をお願
いいたします。
―――――――――――――――――――――
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Ⅲ．地方財政・地方税制の現状と
課題

（林﨑） ここからは「地方財政・地方税制の
現状と課題」ということで，私の方からご説明
させていただきます。自治税務局長の林﨑でご
ざいます。地方税制につきましても，日頃から
その執行への協力或いは制度の改革の提言等々
を頂き，大変感謝しております。今後ともよろ
しくお願いいたします。
お手元に横長の資料を用意させていただきま

したが，もうお時間も押していますので，まず
は資料❽を開いていただきたいと思います。

総論：地方税財政の現状

先ほど林先生の方から，国と地方は不可分，
或いは国と地方のつながりといったようなお言
葉がございましたが，わが国の行政，主に歳出
面に着目した図を付けています。この図をどう
見ればいいかということでありますが，一番下
に便宜上書かせていただいています「国民（住
民）」，われわれがいるわけでありますが，ここ
に対して行政サービスが提供されます。それを，
下向きの矢印で表しています。一番右側上の「国
の歳出」というところから真っ直ぐに「国民（住
民）」に向かって矢印が伸びていますが，年金
給付でありますとか或いは国家の防衛といった
ような社会サービスは，国が直接行政サービス
として提供しているものでございます。
それ以外の多くは，この図にございますよう

に，地方の歳出ということで，その仕事を実施
しているのはほとんどが地方公共団体というこ
とになっております。もちろん大きな社会資本
の整備で国の直轄事業といったようなもの，国
の出先機関が直接執行しているようなものもあ
ります。しかし，われわれが日々生まれてから
死ぬまで生活していく中で，教育，社会保障，
それから社会資本整備，或いは警察・消防その
他戸籍・保健所等とか文化・スポーツといった

ような行政サービスを実際に提供しているのは
地方公共団体，都道府県であり市町村であると
いう図でございます。
そして，例えば大きいところで言いますと，

義務教育，全国どこでも必ず９年間義務教育が
受けられるわけでありますし，それからまた準
義務教育と言ってもいいと思いますが，高等学
校における教育も日本全国どこでも受けられま
す。そこにありますように国の歳出から矢印が，
地方の歳出に向けて出ています。国の方から，
例えば義務教育で言えば先生のお給料の３分の
１は国庫負担金で，地方公共団体に出します。
そこに残りの３分の２を地方公共団体が加えて
先生のお給料を賄って，そして教育が提供され
ます。社会保障で言えば，生活保護について国
が４分の３の負担金を出します。残りの４分の
１を地方が足して，そして社会保障を国民に提
供する，生活保護としてサービスを提供してい
きます。介護サービスなどもそうです。
或いは，左側の方に国の歳出というところか

ら矢印が出ていない，警察・消防，戸籍・保健
所等といったものがあります。これも地方公共
団体によってやったりやらなかったりというわ
けにはいきませんので，国が法令等で実施を義
務付け，基準を設定するということで，全国的
にどこに行っても警察があり消防がありという
ように行政サービスが提供されています。それ
から，比較的こういう国の国庫負担金・補助金
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或いは法令等がないような分野，文化・スポー
ツといったようなものは，地方公共団体が独自
に提供する部分が大きいわけでございます。
そして，そういう行政サービスを提供する，

地方で言えば右側の教育，社会保障，社会資本
整備，国から来る分に地方の財源を加えて最後
の歳出を賄う，或いは警察・消防以下の左側の
部分のこういった歳出を賄う，その財源が，こ
れからお話しする地方税であり，それから私ど
も地方関係者から見ると，地方税の一種という
ふうに捉えているわけでありますが，地方交付
税でございます。
ですから，地方の場合は，地方交付税と地方

税と合せて大きく言えば地方税です。それで地
方が必要な財源を賄っているという構図にある
のだということを，まずご理解いただきたいと
思います。
そして，もう少し具体的に言いますと資料10

であります。地方財政計画というものを作って，
毎年毎年，来年足りるか足りないかということ
をやっているわけでありますが，給与関係経費
とか一般行政経費とかといったように，いろい
ろ区分があります。右側の四角の中を見ていた
だきますと，例えば右上の点点々の中は，地方
公務員は今２３８万人ほどいるわけでありますが，
そのうちの８割ほどは，教育・学校の先生であ
りますとか或いは警察官・消防或いは福祉関係
の職員が占めているということでございます。
それから，その下の少し太めの枠で書いてい

ますが，日々の生活を思い出していただきたい
のですが，警察・消防或いはごみの処理という
のもございますし，それから道路がぼこぼこだ
と車も走れません。或いは，河川があふれると
大変なことになります。公園も必要でしょう。
そういったようなものの設置から維持管理，或
いは子どもが生まれたら予防接種だ，乳幼児健
診だといったようなこともございますし，学校
に入れば義務教育，或いは私学に行けばその私
学に対する私学助成，その他そういった行政が，
いわゆる行政サービスと言われているものであ

ります。一口に行政サービスと言うとあまりぴ
んと来ないのですが，こういうメニューを見て
いただくと「ああ，なるほどね」というふうに
わかっていただけるのではないかと思います。
下の方には上下水道とか或いは病院といったよ
うなものもあるわけであります。
このような日々の行政が行われて，社会が維

持されています。こういった行政サービスや制
度があって，その上でやはりリスクを取ってチ
ャレンジして成功する，稼ぐといった経済活動
もできるわけであります。制度がしっかりあっ
て社会が安定していて，そういうチャレンジも
できるということであります。やはりこういう
制度を維持していく上で，当然税というのが必
要になってくるということを訴えたい訳でござ
います。こういった仕組みがきちんとないと経
済活動もできません。シリアやイラクを考えて
いただければすぐわかると思いますが，それで
は安心して経済活動もできません。やはりこう
いう仕組みをしっかりと維持していかなければ
ならないということでございます。
その上で，資料❶に戻っていただきたいので

す。地方税収が３８．８兆円と書いてあります。国
税化された部分も含めると４０兆円ぐらいになる
わけでありますが，それでも今申し上げたよう
な行政サービスを提供していく上で，なお財源
不足が５．６兆円あるということでございます。
少子高齢化がこれからさらに進んでいくことが
確実ということを考えますと，今後も厳しい財
政状況が続くことが見通せるわけであります。
それから，財源不足の状況というのは資料❸

になります。ここのところの税収の増加，或い
は行革で歳出を抑えるといったようなこともご
ざいまして，財源不足そのものはここのところ
順調に減ってきているわけでありますが，税収
が今後どうなっていくかによりまして，こうい
った傾向が続くのか，最近の見通しで言うとち
ょっと今年ぐらいから厳しくなるのではないか
といったようなことが取り沙汰されているわけ
であります。
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それから，資料❹をご覧いただきたいと思い
ます。上の方の棒グラフは，国の国債の発行の
状況で，ピンクの部分が，いわゆる赤字の国債，
特例公債です。下の方が地方の方で，国債に対
応する地方債の発行額を書いています。それか
ら国で言う赤字国債，特例公債に相当するもの
として，この赤い部分で，地方債の増発といっ
たようなことを行っています。赤字地方債をか
なり発行するようになってきたということでご
ざいます。
それが，資料❺と資料❻でございます。
これの残高をご覧いただきますと，結果とし

て国の方も赤字，国債そのものは８３８兆円の残
高，そして特例公債残高が５５５兆円といったよ
うな数字がございますが，同じように資料❻を
見ますと，地方は１９６兆円，そして一番下の部
分ですが，５２兆円のいわゆる赤字地方債を発行
しているということでございます。先ほどご覧
いただいたような国と地方の力を合せて国民に
行政サービスを提供しているという全体の大き
な構造がありますので，その中で国税があり，
地方税があります。国税が足りないときは大体
地方税も足りないのです。従って，この赤字国
債が増えていることに対応するような形で，地
方の方もこの赤字地方債が増えてきているとい
うことでございます。地方サイドから見ますと，
いろいろな仕事を全国ベースでこれだけやりな
さいと水準を決められたりしている中で金が足
りないということですので，この足りない赤字
地方債に相当する分は本来は地方交付税を増や
してほしいということをよく言うわけでござい
ます。各地方自治体においても，やはり財政の
状況，財政が厳しいということをしっかり認識
していただきたいといったようなこともありま
して，ご覧いただいた資料❻にありますように，
平成１３年，１４年ぐらいからこの赤字地方債を発
行して何とかやりくりをするという制度ができ
ているわけでございます。
ちなみに，地方交付税法の第６条の３という

規定がありまして，２年以上続けて大きく財源

が足りないときは，交付税の率を上げるか制度
を改革しなさいということが，法律で書かれて
いるわけでございます。この法律の条文にしっ
かり対応する形でいろいろ制度改正をしている
訳ですが，交付税を増やすのではなく，この赤
字地方債で対応している部分があるというのが
実情でございます。
それから，プライマリーバランスは先ほど主

税局長からもお話がありました。資料❼を付け
てございます。
国際比較でちょっとご覧いただきますと，資

料12でございます。制度の企画は日本の場合中
央集権的で，実施の方は地方分権的だと言われ
るわけでありますが，先ほど来申し上げていま
すように，実際の仕事を担っているウエートは，
国際的に見ても日本の場合地方が非常に高い状
況にございます。資料12をご覧いただきますと，
連邦国家と並んで地方財政の構成比が高いとい
うことが見て取れるかと思います。
他方で，当然やらなければならないからじゃ

ぶじゃぶやるということではいけないわけであ
りまして，行革にもしっかり取り組んでくださ
いということでこれまでやってきています。
端的にわかりやすいのが資料14，よく言われ

る地方公務員給与の問題であります。かつて，
昭和４９年ころは国家公務員と比べて平均しても
１割以上高いという時代があったわけです。ラ
スパイレス指数というもので見ますと，昭和４９
年のところで１１０．６といったような数字が見え
るわけであります。これは平均ですから，自治
体によっては国家公務員よりも３割高い，４割
高いといったところも幾つかあったりしたわけ
でありますが，その後それはやはり問題だろう
ということで取り組みが行われてまいりまして，
近年では国家公務員を少し下回るぐらいの水準
になっているわけでございます。
資料15は数の方であります。これも行革を進

めまして，職員数も極力絞り込むといったよう
な取り組みが各団体で行われてきていまして，
総職員数を見ていただきますと，資料15の右上
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ぐらいのところ，平成６年，７年辺りから見ま
すと５４万人ほど職員数を減らしてきています。
そして，そういう中で，その左側の円グラフの
ところにも書いてございますが，教育，警察，
消防，福祉といったようなものが７割を占めて
いるわけでございますし，一般行政のところを
極力合理化するということです。警察官をそん
なに大きく減らすわけにもいきませんし，先生
の数もそんなに大きく減らせません。消防なん
かもそうです。福祉はどんどん増えるというこ
とで，この部分はどんどん増えてきているわけ
でありますが，一般行政の方を合理化するとい
ったようなことで，削減してきているという状
況にございます。
それから，資料16を開いていただいて，市町

村合併についてもご紹介しておきます。左側で
すが，平成１１年，われわれは３，３００という数字
を言っていたのですが，市町村の数で言います
と３，２２９ほどあったわけでありますが，平成の
大合併を推し進めまして，今は１，７１９という市
町村数になっています。結果として，例えば議
員の数も合併当初の最初の何年間かは合併した
市町村ごとの議員の数も維持するという経過措
置はありましたが，その後の改選のときには減
らして適正化して大きく地方議員も減ってきて
いますし，当然首長さんも市町村の数だけ減っ
ているといったような状況でございます。そし
て，この合併について，プラスの評価という意
味では，非常に零細，小さな市町村では，職員
を一定の数確保するというのもままならないと
いう中で，ある程度大きくなりますればきちん
と職員も置けるようになってきます。或いは市
町村がくっついたことによって広域的な観点と
いうのが強まりますので，広域行政がかなりで
きるようになったという積極的な評価もござい
ます。
他方で，合併をして住民の声が届きにくくな

ったとか，或いは住民サービスが低下したとか，
旧市町村単位でいろいろあった伝統文化がなく
なってしまったといったようなお声もあるわけ

でございます。合併も，ここから先に更に進め
ればもっと行革効果といいますか，財政的な面
でもいろいろな効果が出るかというと，これも
なかなかそういうことも言い切れないというこ
ともございまして，国が主導する合併について
は一応一区切りということで，今後は，左右合
併したところを見て「ああ，やはり自分たちも
合併しよう。した方がいい」と思っていただい
たら自主的に合併を進めていただくということ
であります。これから人口も減少していく中で，
合併としては今程度までまず国主導で来ている
わけでありますが，これから先，例えばいろい
ろな施設といったようなものもみんな隣の町と
同じだけ自分のところもそろえたいというフル
スペックということでこれまでやってきたわけ
でありますが，そうではなくて，周りと協力し
ながら連携しながら，本当に必要な施設をお互
いに利用し合うような形で効率化していく，ネ
ットワーク化していくという取り組みを国とし
ても進めてきているわけでございます。
先ほども少し話題に出たかもしれませんが，

公共施設などもこれからどんどん老朽化したも
のが出てまいります。人口は減っていくという
中で人口の将来像をしっかり予測した上で，今
の市町村が持っているような公共施設を今後は
どうしていくのか，廃止するのか，或いはリニ
ューアルするにしてもそのリニューアルの仕方，
隣の町との役割分担，「うちはもうやめる。お
たくを使わせて」といったようなことも進めて
くださいということでやっているわけでござい
ます。
以上が，いわゆる財政をめぐる状況でござい

ます。
資料17から税の話でございます。資料17租税

体系ということで，国税，地方税それぞれ並べ
させていただいて，随分たくさんあるなという
ことになろうかと思います。
資料18をご覧いただきたいと思います。これ

を課税ベースに着目して並べ替えてみると分か
りやすいかと思います。国税で言う所得税・法
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人税に対応する地方税ということで右側にある
ような個人住民税等，それから消費課税として
消費税，酒税ありますが，地方税として地方消
費税或いは自動車の取得税でありますとかゴル
フ場利用税等々がございます。資産課税として
は，これは先ほども相続税の話が出ましたが，
地方税の場合は何と言っても固定資産税という
のが大きいわけでございます。
資料19地方税の原則ということで並べました。

共通する部分はもちろんたくさんありますが，
国税とかなり性格が違う部分もあります。地方
税でよく言われますのは，①応益性の原則とい
うことです。冒頭申し上げたように，地方団体
が主として行政サービスを提供していること，
その地域的行政サービスの広がりというのもあ
りますので，地方団体が提供する行政サービス
から受ける便益に応じて地域の住民が税負担を
するという，応益性の原則ということが言われ
ます。
それから②です。日々の行政サービスという

のは，一年ごとにそんなに大きく変動するもの
ではございません。確かに，例えば近年，江東
区辺りにタワーマンションがいっぱい建って急
に子どもの数が増えたので，保育所をまた作ら
なければいけない，小学校を作らなければいけ
ない，しかもその世代が育ってしまうと今度は
それが不要化するといったようなことも地域的
にはありますが，かつてのように全国的に右肩
上がりでどんどん増えていく時代ではなく，割
と安定してきていますので，そういう中でやは
り現場を担う地方，そこの税収としての地方税
は景気変動に左右されにくい，安定しているこ
とが求められると言われているわけでございま
す。
それから，④の負担分任の原則であります。

地域社会をみんなで支えるということで，地域
社会の会費的な性格があります。地方税の負担
をみんなで分かち合うのだということが言われ
るわけでございます。
資料21をご覧いただきたいと思います。大き

なところ，税収の推移を折れ線グラフで並べて
あります。ご覧いただいてわかるように，一番
下の地方消費税は当然安定しているわけですが，
その次にある青い線は地方法人二税で，非常に
景気動向に左右されるという面があります。そ
の上の赤い線は固定資産税で，割と安定してい
ます。それから個人住民税につきましては，平
成１８年で途中不連続になっていますが，このと
きに所得税から住民税に３兆円の税源移譲とい
うのがあったのでここは不連続になっています
が，そこそこ安定した状態であるということが
見て取れるかと思います。
それから，国税と道府県民税，市町村税が資

料23に書いてございます。道府県税のところを
ご覧いただきますれば，個人住民税，道府県民
税，それから地方法人二税，そして地方消費税，
自動車税，軽油引取税，この辺が大どころでご
ざいます。
その下の市町村の方は，同じく住民税である

個人市町村民税，法人は道府県に比べるとかな
りウエートが低いわけでありまして法人市町村
民税，何と言っても大きいのは固定資産税，そ
ういったものがメインの税目であるということ
がおわかりいただけるかと思います。
あと，地方の税制を考える場合にどうしても

避けて通れないのは，資料24の遍在性というこ
とです。人口１人当たりの税収額を見ますと，
例えば遍在性が高いと言われる法人二税は，東
京と奈良では１人当たりに直して６倍違うわけ
です。他方で，地方消費税は１．７倍，固定資産
税は２．３倍，個人住民税は２．７倍ということで，
まあまあ遍在性が低いという，こういったよう
な姿になっているわけでございます。
ということで，地方税制を考える場合に難し

いのは，先ほど申し上げたような地方税に必要
とされる特性，それからもう１つ，今ご覧いた
だいたように地域による遍在性，年度，年度で
見た安定性といったものが非常に難しい課題を
突きつけてくるということでございます。
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各論：平成２９年度以降の税制改正に向け
た主な課題等

１．消費税率引上げ時期の変更に伴う措
置

資料26からは現在の主な課題ということで資
料を付けています。まず，先ほども星野局長か
らご紹介がありましたが，消費税率の引上げ時
期の変更に伴う地方税関係の措置ということで
ございます。１０％の消費税のうちの２．２％部分
につきましては地方消費税ということになって
いまして，引上げ時期を同じように２年半先に
送るということでありますとか，資料28をご覧
いただきますと車体課税の見直し時期も２年半
延ばすということでございます。消費税が１０％
に上がる段階で自動車取得税を廃止する，或い
は自動車税・軽自動車税に環境性能割を入れる
といったことを決めていたわけでありますが，
これも２年半延びるということでございます。
それから，資料30になりますが，地方法人課

税の偏在是正ということです。先ほどご紹介し
たように遍在性がありますので，遍在性が低い
と言われている地方消費税ですら１．７％から
２．２％に上がりますと東京を中心とした大都市
部に多く税収が上がってくることになりますの
で，その関係でやはり偏在是正が必要だという
ことで，ご覧のような措置を決めていたわけで
ありますが，これも２年半延ばすということで
ございます。
資料31にその偏在是正の仕組みについて書い

てございます。地方消費税を１．７％から２．２％に
すると，東京に税収が多く集まってくるので，
財政力格差の拡大への対応が必要になるという
ことで，この法人住民税の法人税割の一定割合
を地方法人税ということで今国税化しています
が，その部分を大きくします。そして，その税
収を地方交付税の原資にします。地方の共有財
源の原資にするということです。
それから，法人事業税は，以前，地域間格差

が問題になったときに，その一部を地方法人特
別税という国税にしたのですが，こちらの方は
今回抜本改革を行うときに，元の地方の法人事
業税に戻すということでありますが，そのうち
の一部は交付金として都道府県から市町村に配
分します。これで，全体として格差是正，偏在
是正をしながら消費税を引き上げながら進めて
いこうということになっていたわけであります
が，これも２年半先延ばしになるということで
す。
あと資料32にありますが，住宅ローン減税措

置も国税同様に２年半延ばすということです。
これは国税で減税しきれない部分を個人住民税
で減税している，この減収額については国費で
補填するとなっていたわけでありますが，これ
も２年半延ばすということです。こういった内
容の法律をこの秋の臨時国会に出していくとい
うことになります。

２．地方法人課税

資料33からは地方法人課税の資料を付けてご
ざいます。一番上に国税の法人税がありまして，
ここで法人所得を計算して法人税額が決まって
くるわけでありますが，この法人税額を基にし
て法人住民税を計算することになっています。
これを先ほどのように一部偏在是正のために改
革する，国税の地方法人税の部分を増やすとい
うことを予定しています。
それから，法人事業税の方はまた違いまして，

法人事業税は法人事業税で独自に計算すること
になっています。そして，資本金１億円超の大
法人につきましては，所得割部分と合わせて，
外形標準課税部分は付加価値額，資本金等の額
を使って計算します。１億円以下の中小法人に
つきましては，これはもともと法人事業税全て
がそうであったのですが，所得に応じて計算す
るということになっているわけでございます。
法人税改革については，先ほど星野局長から

ご紹介があったようなことが進んできているの
が資料34，資料35でございます。
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資料38を開いて下さい。与党の２８年度税制改
正大綱におきまして，法人税制をめぐる諸課題
という記載もございます。これは地方法人課税
については，大法人向けの法人事業税の外形標
準課税の拡大も踏まえて，分割基準や資本割の
課税標準の在り方について検討する，或いはそ
の適用対象法人，今資本金１億円超とあります
が，これについても引き続き慎重に検討を行う
といったようなことなどが記載されているわけ
でございます。
資料39は，話題になりました企業版のふるさ

と納税の資料を付けてございます。特例イメー
ジが下にありますが，もともとありました損金
算入の国税・地方税合わせて３割に加えて，真
ん中少し青い色をつけていますが，税額控除と
いうことで法人事業税，法人住民税，そしてそ
れでも足りない場合は一部法人税を税額控除す
るという仕組みになっていまして，地域の活性
化に企業の力を貸していただこうということで
設けられました。今年の８月２日に第１弾の計
画の認定が行われまして，１０２の事業が認定さ
れたところでございます。事業費としては全体
事業費で３００億円を超えるような事業が予定さ
れているということでございます。
そして，個人のふるさと納税の場合，後ほど

申し上げますが，返礼品の問題が出てきました。
こういった制度をつくるに当たって，特に法人
に関して，これを制度化するときに，寄附の代
償として補助金を交付したり低い金利で貸付金
を貸し付けたりといった便宜供与を行ってはな
らないということが，法律を受けた規則或いは
基本方針という閣議決定などで決まっているわ
けですので，この辺もご承知おきいただければ
と思います。

３．車体課税

資料40からは，車体課税の資料を付けてござ
います。自動車に関しては，取得時に１回自動
車取得税，保有している間に自動車税・軽自動
車税，その利用ということに着目して国税であ

る自動車重量税があるということでございます。
全国で道路を整備したり維持したりするのに現
在５．４兆円ぐらい毎年かかっているわけであり
ますが，この自動車関係税全部合せて２．１兆円
ということで，もちろん自動車関係税ではそう
いった経費は賄い切れていないわけであります。
やはり道路がきちんとしていないと車も走れま
せんので，こういった税金を頂きながらそうい
った整備を進めているということでございます。
そして，そういう中に，いわば環境に配慮し

てエコカー減税でありますとかグリーン化減税
というような制度が入っていまして，環境基準
を一定満たすようなものについては一部減税す
るという制度になっています。
そして資料45の一番下の４行をご覧いただき

ますと，消費税率１０％への引上げ段階で駆け込
み需要とか反動減が予想されるということで，
そういったようなこと，或いは自動車をめぐる
グローバルな環境とかいわゆる普通車と軽との
課税バランスとか，或いは自動車に係る行政
サービス・道路の整備等々もあります。そうい
ったようなことも踏まえて，平成２９年度税制改
正において安定的な財源を確保して地方財政に
影響を与えないよう配慮しながら検討しましょ
う，ということが記載されているわけでござい
ます。今申し上げたように，消費税１０％が２年
半先送りになったわけでありますが，一応こう
いったことが検討対象に挙がっていたわけでご
ざいます。

４．個人住民税

個人住民税ですが，資料46からふるさと納税
の資料を付けています。資料48には，２６年度，２７
年度で急速にこの制度の利用が伸びたことが見
て取れるかと思いますが，それと比例するよう
にいろいろ問題があるではないかというご指摘
も強くなってきています。
特に返礼品問題がございますので，資料49，

この返礼品についてはこの制度の意義をよく理
解して適切に対応していただきたいといった通

― 103 ―



知を出しています。金銭類似性が高いもの（プ
リペイドカード，商品券）或いは資産性が高い
もの（パソコンやゴルフ用品），といったもの
は返戻品としては相応しくないといった通知を
出しています。
それから�２にありますが，この返礼品の送付

というのは制度の中で決められているものでは
ございません。あくまでもお礼の気持ちという
ことで送るということが前提でございます。そ
して，その上でなおこの返礼品を得た方は一時
所得に該当するということですので，あまりに
大きな額の場合はこの一時所得に係る税金がか
かってくるということもあるわけです。そうい
ったようなことも踏まえて，良識ある対応を地
方公共団体に求めているところでございます。
資料50からは，所得税がメインなのですが，

先ほどの経済社会の構造変化を踏まえた個人所
得課税の見直しです。個人住民税もあります。
資料52に地方税関係で論点整理の資料を付けて
いますが，個人住民税の場合は１０％という比例
税率ですので，所得の多寡に応じて，いわば所
得控除による減税額が変わるといったようなこ
とがありません。税負担の調整効果には制約が
あるということです。それから，先ほどの財政
のところでも申し上げましたが，地域によって
いろいろ置かれている状況が違うということが
あります。或いは，地域の会費という性格があ
るといったようなことです。これは，右側の黄
色い四角の２つ目の丸です。
それから，３つ目の丸のところが，社会保障

制度との整合性ということ，個人住民税非課税
世帯などにこうこうこういう福祉施策を講じま
すといったようなことで，個人住民税の非課税，
或いは個人住民税でいう課税所得が幾ら以下と
いう形で基準にしているような社会福祉関係の
制度がたくさんありますので，そういったもの
との調整ということも忘れてはいけないという
ことです。
資料53はその関係の資料でございます。

５．固定資産税

資料54から固定資産税でして，安定的な税金
ということですが，このうちの償却資産に関し
ては，資料54に制度の概要を付けています。免
税点１５０万円といったこと，あるいは，土地と
家屋は３年ごとに評価替えということです。次
回は平成３０年度ですので，その３０年度に向けて
固定資産税でいろいろ指摘されているような問
題点などについて必要な検討を進めていくとい
うことでございます。
資料56は，中小企業者の新規取得の生産性向

上に資する機械装置についての特例措置という
ものを，初めて地域活性化に向けた特例措置を
今年設けたところです。ただ，これにつきまし
ては，実は地方団体側，市町村長からは非常に
強い批判が寄せられています。固定資産税はま
さに市町村税中の市町村税であるにも拘らず，
国の政策誘導に利用するのはおかしいといった
ようなご指摘を厳しく受けているわけでござい
ます。ぎりぎり条件も絞った上で地域の活性化
につながるということで，ご覧のような制度が
新たにできたわけであります。
あと資料58，これは相続税中心かもしれませ

んが，固定資産税についてもいわゆるタワーマ
ンションの固定資産税について，上層階も下層
階も面積が同じだと同じ額となるのですが，実
際に売買されるときには上の方が高いではない
かといったようなことがありまして，タワーマ
ンション全体の固定資産税額は変わらないので
すが，その中における負担のあり方を見直すべ
きではないかという議論もございます。

６．ゴルフ場利用税

ゴルフ場利用税も，近年は毎年のことではあ
りますが，今般リオオリンピックから正式種目
に１０２年ぶりに復帰したのだから廃止するべき
だというような声もあります。ただ，これは地
方の特に中山間地辺りの貴重な財源だというこ
とで，なかなか難しいということでございます。
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７．その他

あと，資料62には，いわゆる森林環境税とい
ったような議論，資料63からはいわゆる電子申
告，マイナンバーといったものの活用も進んで
きているということで資料をお付けしましたの
で，またご覧いただければと思います。
私からは以上です。

―――――――――――――――――――――
（岩﨑） ありがとうございました。これから
討論へと移るのですが，もう当初の予定終了時
刻を経過していますので，申し訳ないのですが，
要点のみおっしゃっていただければと思います。
まず，林先生からお願いいたします。

―――――――――――――――――――――

Ⅳ．地方財政・地方税制への意見

（林） 林﨑局長，どうもありがとうございま
した。

〔地方税の増加と地域間格差〕
まず，地方税を考えるときには２つポイント

があると思います。１つは，地方税の比率を高
くすると，地域内の受益と負担のリンクが強ま
るという点です。２つ目は，地方税の税源には
地域的な偏りがあるので，地方税の比率を高く
すると地域格差が大きくなるということです。
この２つの観点から地方税を考えるべきだと思
います。
増税の話は国税中心に行われていますが，地

域内の受益と負担の観点からは，増税について
は本来ならば地方税に関しても議論されていい
ような気がします。国のレベルで地方税の標準
税率を上げればいいという簡単な話ではないと
思いますが，受益と負担の関係が強調される地
方税のレベルで増税の話が出てこないのが不思
議だなと前から思っています。

〔固定資産税改革〕
そのような受益と負担の観点からは，固定資

産税と法人事業税の付加価値割の２つが重要に
なるのではないでしょうか。固定資産税は市町
村税の４割以上を占める重要な地方税ですが，
ここでは特に土地部分が重要です。経済学には
資本化仮説という命題がございまして，地方公
共サービスの便益は地価に帰着することをずっ
と昔から経済学者は議論しています。したがっ
て，応益原則が重要だということであるならば，
やはり固定資産税の土地評価分は実勢の土地価
格を十分反映させた形で評価しておくべきでは
ないかと思います。従って，負担調整措置や小
規模住宅優遇措置等は再考すべき時ではないか
と考えます。

〔付加価値割について〕
いまひとつの付加価値割ですが，地方財政に

関する議論では，それは必ずしも経済学的な議
論ではないのですが，付加価値割は公共サービ
スの対価として概念化されているようです。実
際，経済学的にも企業所得に課税するよりは付
加価値課税のほうが効率性が高まるという議論
もありますので，必ずしも悪い課税の方法では
ないと思います。ただ，付加価値割は消費税と
同様，付加価値を課税標準とします．違いは，
生産段階で課税するか，消費段階で課税するか
です．もちろん国外の取引まで考えると厳密に
は違ってくるのですが，今後も付加価値割を進
めると実質的な消費税率はかなり大きくなる点
を認識する必要があると思います。

〔地方交付税と地域間格差〕
最後に地域格差の観点です．これは地方交付

税に関わることですが，やはり地方税収が増え
ると地域格差が大きくなりますので，それを補
うのは地方交付税になります。ただ，地方交付
税は，不交付団体に対しては格差是正効果はあ
りませんし，ちょっと専門的な言葉になります
が，以前と比べ留保財源も大きくなっています
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ので，地方交付税に地域格差を是正するような
効果を１００％求めるのは難しいと考えます。特
に税源移譲を通じて地方税の比率が大きくなる
と，その傾向は強まると考えられます。今回，
地方法人税ということで地方税の一部を国税化
して，それを全部財政調整の原資に回すという
仕組みがつくられましたが，地域格差是正の観
点からは，この方向で政策を進める必要がある
と思います．それによって，どことは申しませ
んが，無駄遣いができるほどお金が余っている
地方から財源を確保し，広く最低限のサービス
が保証できるような仕組みを保てるのではない
かなと思います。そうすることによって国の財
源にもプラスにもなりますし，一部には不満は
残るかもしれませんが，概ね丸く収まるのでは
ないかなと思っています。

―――――――――――――――――――――
（岩﨑） ありがとうございました。藤森様も
要点だけお願いいたします。
―――――――――――――――――――――

（藤森） それでは，簡単に要点をコメントい
たします。林﨑様，わかりやすくご説明いただ
き，ありがとうございました。

まず，総論ですが，地方税における応益課税
としての性格を強化するためにも，応能負担の
部分につきましては国税に移譲し，一方で地方
消費税を充実，強化する等，国税と地方税の在
り方を含めまして，地方行政サービスを提供す
るための安定財源の確保に向けた抜本的な改革
を検討する必要があるのではないかと思います。

〔事業税〕
各論は２点です。
１点目は事業税についてです。現行の制度は

所得割，付加価値割，資本割が併用されており，
仕組みが複雑です。応益課税の原則と税制の基
本であります簡素化に照らしまして整理・統合
などの検討を行う必要があると思われます。

〔償却資産に係る固定資産税〕
それから最後に，固定資産税についてです。

先ほどのご説明で固定資産税が市町村にとりま
して安定的な財源であるということは重々理解
しています。ですが，償却資産の課税につきま
しては，応益性を根拠として課税されています
が，償却資産の大小と市町村の行政サービスと
の間の関連性につきましては希薄であると思わ
れます。償却資産は事業所得を生み出すための
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費用としての性格を有していますが，税負担が
特定の設備型産業に偏重しており，また国際的
にみても償却資産への課税は極めて異例であり
ます。わが国の製造業にとりまして，国際的な
コスト競争力を損なう要因になっていると思わ
れます。
償却資産に関わる固定資産税につきましては，

投資促進を図るという観点から，課税対象の段
階的縮小，廃止を含めて検討する必要がありま
す。少なくとも当面は償却資産の償却方法，そ
れから残存価額を法人税法の取り扱いに合せる
必要があるのではないでしょうか。個別の論点
ですが，この点をお伺いしたいと思います。
以上です。

―――――――――――――――――――――
（岩﨑） ありがとうございました。それでは，
お答えをいただければと思います。
―――――――――――――――――――――

（林﨑） 手短に申し上げます。貴重なご示唆
ご指摘を頂きまして，ありがとうございます。

〔固定資産税改革について〕
まず，林先生からご指摘があった固定資産税

の中での小規模住宅用地の特例等についてです。
もともと昭和４９年度に設けられたものなのです
が，平成６年のときに固定資産税の負担が地域
によってばらばらではないかというようなこと
で大改革が行われたときに，この地価公示額の
７割程度を目標にということになったわけであ
ります。そうしますと，今まで低かったところ
を上げなければならないということがありまし
て，そういう税負担の急増するところが出てく
ることに配慮して，今のような小規模住宅用地
を６分の１にするといったようなことが設けら
れました。
ご指摘はごもっともで，評価額と課税標準額

の乖離を解消していくということは望ましいの
ですが，一方でこの見直しに伴って負担が急増

する納税者の理解が得られるかどうかというと
ころになると，これはなかなか大変なことかな
と思います。

〔付加価値割について〕
付加価値割と消費税についてお話がございま

した。確かにそういった側面があろうかと思い
ます。付加価値割については，法人事業税とし
て法人が行う事業そのものに課しています。消
費税は消費一般に対して広く公平に負担を求め
るということで，税の性格が違うのだと言って
みたり，或いは税の負担者については，付加価
値割の方は企業が税を負担する，消費税の方は
消費者が税を負担するということで，税を負担
する主体が異なるのだといったような言い方も
できるわけでありますが，貴重なご示唆と考え
ます。

〔事業税について〕
それから，藤森様からのご指摘で，法人事業

税の在り方としてもう少しすっきりさせた方が
いいのではないかというお話でございます。長
い間この外形標準課税をめぐって議論がされて
きたわけでありますが，現状，全体の８分の５
に今年拡大し，外形標準部分が平年度化するの
が平成３０年ということでございまして，当面わ
れわれとしては制度運用をしっかりやっていく
ことが大事だろうと思います。確かに簡素化と
いう観点は大事なものと思っていますが，他方
でそれぞれのウエートをいじると，当然のこと
ながら影響を受ける企業の種類というのもまた
変わってくるということで，この辺は幅広く検
討していく必要があると考えております。

〔償却資産に係る固定資産税について〕
最後になりますが，固定資産税のいわゆる償

却部分についてのご議論でございます。これは
ご理解いただいているように，全国で償却資産
分だけで１．５兆円あるということで，非常に大
事な財源でございます。そういった中で，法人
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税との扱いの調整といったようなこともありま
す。ここであらためて申しませんが，それぞれ
また趣旨が違うということで設けられている制
度であり，固定資産税の根本的な考え方とのバ
ッティングという問題もあるわけですが，他方
でやはり課税事務とか或いは納税事務の簡素化，
合理化，負担軽減は大事な視点だと私どもも考
えていますので，これはしっかり検討課題とし
て受け止めていきたいと思っています。
私からは以上です。

―――――――――――――――――――――
（岩﨑） ありがとうございました。論点は非
常に多いのに，時間が足りなくて，大変申し訳
ございませんでした。それにも拘らず，両局長
からは大変詳細なご説明をいただきましたこと，
とてもありがたく思っています。感謝申し上げ
ます。また，林先生から新しい視点をご提供い
ただきましたし，藤森様からは実務からの強い

要望をお聞かせいただくことができました。何
らかの政策に反映させていただければありがた
く思っています。
―――――――――――――――――――――

おわりに

（岩﨑） 安倍内閣が成立して以降，デフレ脱
却，経済再生を目的とした税制改革が進められ
てまいりましたが，一応一区切りということで，
今年度から税制の抜本改革の方向に向けた議論
が進むようでございます。これは国税・地方税
両方合せてその方向に進んでいくものと思われ
ますが，本日の議論がご参席の皆様のご理解に
役立つことができれば幸いと思います。大変長
い時間ご静聴賜りまして，ありがとうございま
した。本日の議論はこれで終了とさせていただ
きます。
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